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心地良い風を受け北アルプスの麓を快走
第31回大町アルプスマラソン
　雲一つない青空と秋の爽やかな風の中、〝日本の屋根

〝

を走
る大町アルプスマラソンが10月19日にあり、全国から集まっ
たランナー3,152人が出場しました。ことしは、市制施行60
周年・合併10年記念、市体育協会創立60周年の記念として谷
川真理さんがゲストランナーで出場し、大会に華を添えました。
　友人同士でハーフマラソンに初参加した名古屋市の藤井英
里さんは「景色がきれい。空気も澄んでいて走っていても癒さ
れた」、黒野綾菜さんは「走る前に食べたおもてなしのリンゴ
がおいしくて力になった。また参加したい」と充実感いっぱい
の笑顔で話しました。

主な内容
❷　市制施行60周年・合併10年記念式典開催
❻　平成25年度決算
�　みんなで支える国民健康保険　国保の財政状況
�　27年４月から　子ども・子育て支援新制度開始
�　27年度保育園の入園申し込み
�　27年４月から　教育委員会制度改正
�　☆きらり☆保健センター通信③
�　介護予防　高齢者筋力向上トレーニング教室
�　大町公民館分室　サークル１日体験
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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大町市制施行60周年・合併10年記念式典

　
昭
和
29
年
７
月
１
日
に
大
町
・
平
村
・
常
盤
村
・
社
村
が
合
併
し
誕
生
し
た
大
町
市
。
平
成
18

年
１
月
１
日
に
は
八
坂
村
・
美
麻
村
が
合
併
し
新
た
な
大
町
市
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
こ
と
し

市
制
施
行
60
周
年
・
合
併
10
年
を
迎
え
、
10
月
11
日
に
文
化
会
館
で
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
姉
妹
都
市
や
近
隣
市
町
村
、
国
会
・
県
会
議
員
な
ど
を
招
い
て
の
式
典
や
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
開
催
。
北
ア
ル
プ
ス
第
九
を
歌
う
会
の「
ア
ル
プ
ス
讃
歌
」の
披
露
、
信
濃
大
町
観
光

大
使
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
４
～
５
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲
載
）、
観
光
大
使
・
鉄
拳
さ
ん
の
パ
ラ
パ

ラ
漫
画
上
映
、
姉
妹
都
市
・
立
川
市
と
市
内
中
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
が
文
化
会
館
周
辺
で
同
時
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

訪
れ
ま
し
た
。

源流美麻太鼓のウエルカム演奏で式典が開幕

「
今
日
の
ふ
る
さ
と
を
築
き
上
げ

て
く
れ
た
先
人
た
ち
の
偉
業
に

思
い
を
は
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
積
極
的
な
参
加
に
よ
り
、い
っ

そ
う
交
流
の
促
進
と
一
体
感
の

醸
成
に
努
め
た
い
」と
式
辞
を
述

べ
る
牛
越
市
長

声を合わせて市民憲章を読み上げ、万歳三唱で節目を祝う

大
町
市
制
施
行
60
周
年・合
併
10
年
記
念
式
典
開
催

式
典
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シャボン玉ショーなどの出し物が
会場を盛り上げる

立川市の公式キャラクター・くるりんと
氷見市から忍者ハットリくんが駆け付け
おおまぴょんと共演

市内からお母さんたちと来た
荒井漣

れん
斗
と
君（年少）は

「おいしい」とサンマを完食

東日本大震災の復興を願い
岩手県大船渡市から届いた
1,500匹のサンマの振る舞いには
長蛇の列ができる

「アルプス讃歌」を披露する北アルプス第九を歌う会

立川市の中学生による吹奏楽の演奏
立川市立第一中学校２年の山崎夏

なつみ
摘さんは

「楽しく演奏できた」との感想

姉妹都市の氷見市・立川市と
市内の小学生の絵画作品を文化会館に展示

第一中・仁科台中・八坂中の合同演奏
指導した米山聡先生（第一中）は
「合わせる機会が少ない中で生徒たちはよくやった」と話す

市
民
ふ
れ
あ
い
広
場

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
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小
野
鉄
二
郎
さ
ん

　「
水
戸
黄
門
」第
42
・
43
部
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
テ
レ
ビ
番
組
や

舞
台
の
演
出
を
数
多
く
手
掛
け
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
ド
ラ
マ
や
情
報
番
組
を
作
る
と

き
に
、
大
町
を
舞
台
に
で
き
な
い

か
、
大
町
を
魅
せ
た
い
と
思
い
、

幾
つ
か
の
番
組
で
取
り
上
げ
て
き

た
。
大
町
に
は
す
ご
く
素
材
が
あ

る
と
思
う
。
こ
れ
を
も
っ
と
強
力

に
発
信
で
き
れ
ば
と
感
じ
る
。

　
大
町
は
水
が
き
れ
い
だ
と
い
う

特
徴
が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
目

に
見
え
な
い
。
水
を
使
っ
た
催
し

な
ど
を
し
て
、
も
っ
と
盛
り
上
げ

ら
れ
な
い
か
と
思
う
。
す
ば
ら
し

い
水
を
ど
う
や
っ
て
魅
せ
て
い
く

か
を
考
え
ら
れ
な
い
か
と
感
じ
る
。

縣
秀
彦
さ
ん

　
国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン

タ
ー
普
及
室
長
。
テ
レ
ビ
、
著
書
、

新
聞
な
ど
を
通
じ
、
天
文
情
報
の

普
及
に
努
め
る
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
東
京
に
居
て
一
番
う
ら
や
ま
し

が
ら
れ
る
の
は
優
れ
た
景
観
だ
が
、

大
町
が
あ
る
北
安
曇
の
人
た
ち
は

健
康
で
長
生
き
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
。
医
療
や
福
祉
が
充
実
し
て

い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
八
坂
に
帰

郷
す
る
と
感
じ
る
の
は
、
住
ん
で

い
る
人
が
声
を
掛
け
合
い
お
互
い

に
助
け
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

そ
う
い
う
良
さ
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
後
世
に
残
し
た
い
。

　
産
業
誘
致
も
必
要
だ
が
努
力
し

て
も
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
ま

ず
は
若
い
人
が
結
婚
し
て
定
住
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
け
ば
と
思
う
。

私
も
婚
活
イ
ベ
ン
ト
で
星
空
の
解

説
な
ど
を
し
て
協
力
し
て
い
こ
う

と
思
う
。

　
お
い
し
い
地
酒
、
そ
ば
、
お
や

き
な
ど
も
あ
る
が
、
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
を
も
っ
と
愛
し
て
応
援
し
て
ほ

し
い
。
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
紹
介
し
て
み
た
ら
フ
ァ

ン
の
人
が
大
勢
い
る
の
で
。

　
ま
た
、景
観
を
損
な
わ
な
い
程
度

に
、
来
た
人
の
お
も
て
な
し
が
で

き
る
施
設
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

信濃大町観光大使が語る
まちづくりシンポジウム
「これからの大町を考える」

　市制施行60周年・合併10年記念式典の後に行われたシンポジウム。
６人の信濃大町観光大使の皆さんが、それぞれの立場から、愛するふ
るさと・大町のこれからを考えて語ったご意見の一部を紹介します。

大
町
が
こ
れ
か
ら
の
10
・
20
年
先
に
向
け
て

も
っ
と
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か

テ
ー
マ
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新
津
き
よ
み
さ
ん

　
推
理
作
家
。
ミ
ス
テ
リ
ー
を
中

心
に
長
編
・
短
編
集
な
ど
約
80
冊

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
発
表
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
高
校
ま
で
大
町
で
過
ご
し
、
外

で
暮
ら
し
た
年
月
の
方
が
長
く

な
っ
た
が
、
離
れ
て
あ
ら
た
め
て

大
町
の
良
さ
に
気
付
か
さ
れ
た
。

で
も
、「
大
町
の
魅
力
は
？
」と
聞

か
れ
た
と
き
に
一
言
で
言
え
ず
説

明
し
に
く
か
っ
た
。
来
て
も
ら
え

れ
ば
必
ず
皆
さ
ん
が
好
き
に
な
る

ま
ち
だ
と
思
う
が
、
重
い
腰
を
上

げ
さ
せ
る
の
が
大
変
難
し
い
。

　
最
近
は
知
名
度
が
低
い
と
感
じ
、

私
も
頑
張
ら
な
い
と
思
っ
て
、
黒

部
ダ
ム
カ
レ
ー
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

宣
伝
し
た
り
、
８
月
に
書
い
た
警

察
嘱
託
医
の
ミ
ス
テ
リ
ー
に
も
大

町
を
舞
台
に
登
場
さ
せ
た
り
し
た
。

　
全
国
的
に
も
そ
う
だ
が
、
大
町

市
も
空
き
家
が
急
増
し
て
い
る
と

思
う
の
で
、
そ
の
活
用
を
考
え
て

い
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
。

　
ま
た
、
移
住
し
た
く
な
る
ま
ち

に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か

と
考
え
る
と
、
食
べ
物
が
お
い
し

い
、
福
祉
が
充
実
し
て
い
る
な
ど

の
特
徴
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
な
い
と

い
け
な
い
と
感
じ
る
。
大
町
に
移

住
し
て
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
人

た
ち
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
上
げ

れ
ば
と
思
う
。
私
も
小
説
の
中
で

情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

平
林
克
敏
さ
ん

　
登
山
家
。
35
歳
の
時
に
、
日
本

人
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
。

そ
の
他
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
峰
な
ど
数
々

の
山
を
制
覇
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

を
取
材
。
現
在
は
映
像
製
作
会
社

の
代
表
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
私
が
作
っ
た
「
大
本
営
最
後
の

指
令
」
の
ロ
ケ
地
は
社
地
区
だ
が

素
晴
ら
し
い
所
。
コ
ン
ビ
ニ
も
な

い
が
そ
れ
が
良
い
。
今
で
は
な
か

な
か
見
ら
れ
な
い
古
い
安
曇
野
の

景
色
が
見
ら
れ
る
。
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
や
自
転
車
の
コ
ー
ス
と
し
て
も

素
晴
ら
し
い
の
で
活
用
で
き
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
今
住
ん
で
い
る
東
京
・

高
円
寺
の
祭
り
に
は
外
国
人
が
大

勢
参
加
し
て
い
る
。
外
国
人
は
２
～

３
時
間
の
滞
在
で
体
験
型
の
旅
行

を
求
め
て
い
る
と
聞
い
た
。
大
町

も
外
国
人
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、

そ
ば
打
ち
な
ど
の
体
験
型
企
画
を

考
え
た
ら
ど
う
か
。

山
﨑
登
さ
ん

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
。
担
当
分
野

　
世
界
各
大
陸
の
山
々
に
行
っ
て

も
こ
れ
だ
け
の
景
観
が
整
っ
て
い

る
所
は
他
に
は
な
い
と
断
言
で
き

る
の
で
、
誇
り
を
持
っ
て
、
大
町

を
将
来
ど
う
育
て
て
い
く
か
を
考

え
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
。

　
増
え
て
い
る
山
ガ
ー
ル
や
中
高

年
登
山
者
は
山
に
登
る
こ
と
の
ほ

か
に
、
そ
の
地
域
の
文
化
的
な
側

面
に
と
て
も
興
味
が
あ
る
。
大
町

に
は
仁
科
氏
の
伝
説
な
ど
の
歴
史

や
そ
の
痕
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

大
町
の
観
光
案
内
に
出
て
こ
な
い
。

こ
れ
か
ら
来
る
人
を
満
足
さ
せ
る

よ
う
、
も
っ
と
歴
史
的
な
浪
漫
に

あ
ふ
れ
た
大
町
の
姿
を
打
ち
出
し

て
い
く
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
。
そ
れ
が
大
町
を
散
策
し
た

り
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。

吉
丸
昌
昭
さ
ん

　「
す
ば
ら
し
い
世
界
旅
行
」な
ど

の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
世
界
各
国

は
自
然
災
害
・
防
災
。
長
野
放
送

局
時
代
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し

て
活
躍
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
自
然
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
に

は
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
や
る「
自
助
」、
一
人
で
逃
げ
ら

れ
な
い
高
齢
者
な
ど
を
地
域
で
守

る「
共
助
」、
こ
れ
ら
を
支
え
る
行

政
の
役
割「
公
助
」が
必
要
と
い
わ

れ
る
。

　
防
災
訓
練
を
取
材
す
る
と
、
役

員
し
か
来
な
い
地
域
が
あ
る
が
、
若

い
人
も
含
め
大
勢
来
る
地
域
も
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
は
、
お
祭

り
な
ど
の
地
域
で
や
る
イ
ベ
ン
ト

も
に
ぎ
や
か
で
人
が
集
ま
る
。
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
力
は
防
災
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
総
合
力
と
し

て
も
発
揮
さ
れ
る
と
最
近
感
じ
る
。

　
誰
か
が
何
と
か
し
て
く
れ
る
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
大
町
市
民
３

万
人
と
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
や
り
、
地
域
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
は
少
し
で
も
や
り
た
い

と
思
う
大
町
市
民
３
万
人
が
い
る

の
で
は
、
地
域
の
力
の
差
が
全
く

違
う
。
そ
う
い
う
市
民
を
10
年
か

け
て
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
大
町
の

活
性
化
は
進
み
、
観
光
面
で
も
良

い
影
響
が
出
る
は
ず
と
感
じ
る
。
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25
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
１
７
１
億
６
５
９
１

万
円
、
歳
出
総
額
１
６
５
億
４

６
５
３
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
億
１
９

３
８
万
円
の
黒
字
、
来
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た

実
質
収
支
額
は
５
億
６
７
８
６

万
円
の
黒
字
で
し
た
。

【
歳
入
︼

　
歳
入
の
内
訳
で
は
、
市
税
が

40
億
９
８
８
３
万
円
で
全
体
の

23
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

前
年
度
比
０
・
１
％
で
５
３
９

万
円
の
増
、
収
納
率
は
全
体
で

89
・
８
％
に
な
り
、
前
年
度
を

０
・
５
％
上
回
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
67
億
６
３
７

２
万
円
で
全
体
の
39
・
４
％
を

占
め
、
歳
入
の
ト
ッ
プ
に
な
り

ま
し
た
。
内
訳
は
、
普
通
交
付

税
が
合
併
算
定
替
に
よ
り
56
億

３
５
６
３
万
円
、
特
別
交
付
税

は
11
億
２
８
０
９
万
円
で
し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
12
億
４
２
２

１
万
円
で
し
た
。
道
路
等
の
維

持
や
改
良
な
ど
に
充
て
ら
れ
た

各
種
交
付
金
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

︻
歳
出
︼

　
歳
出
で
主
な
も
の
は
、
定
住

促
進
住
宅
建
設
、
親
水
公
園
整

備
、
山
岳
博
物
館
耐
震
改
修
、

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
耐
震
改
修
な
ど

で
す
。
こ
の
ほ
か
福
祉
や
子
育

て
支
援
、
企
業
誘
致
、
雇
用
・

観
光
・
農
林
業
の
振
興
、
道

路
・
水
路
の
整
備
、
除
雪
、
消

防
、
教
育
、
災
害
復
旧
、
ご
み

処
理
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
事

業
な
ど
で
す
。

　
公
債
費
は
過
疎
対
策
事
業
債

な
ど
の
償
還
で
す
。

― 

◇ 

― 

◇ 

― 

◇ 

―

　
市
で
は
決
算
書
の
ほ
か
に
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
主
な

事
業
内
容
を
説
明
し
た
「
主
要

な
施
策
の
成
果
」
説
明
書
を
作

成
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
企
画
財
政
課
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

平成25年度

決 算

25
年
度
の
主
な
事
業

きらり輝く協働のまちづくり経費165億円
 市民1人当たり　56万2,000円

　25年度の「一般会計」、国民健康
保険や公共下水道など六つの「特別
会計」、水道や病院など三つの「企
業会計」の決算が、市議会９月定例
会で認定されました。ここでは一般
会計の決算状況をお知らせします。

市　　　税 市民税や固定資産税など皆さんが
納税したお金

地方譲与税 国税から譲与されたお金（自動車
重量譲与税・地方揮発油譲与税）

地方消費税交付金 地方消費税の市町村交付金
地方交付税 市の財政力に応じて国から交付さ

れたお金
国庫支出金 事業に対しての国からの補助金
県 支 出 金 事業に対しての県からの補助金
繰　入　金 積立金の取り崩し
繰　越　金 前年度繰越金
市　　　債 事業を行うために銀行などから借

りたお金
諸　収　入 預金利子や貸付金の回収金
そ　の　他 保育料や使用料、手数料など

　自主財源 市が自主的に得られる財源
　依存財源 国や県から交付される財源および

市債

議　会　費 市議会の運営のための経費
総　務　費 一般事務や財産管理、積立金など

の経費
民　生　費 福祉全般や子育て支援などの経費
衛　生　費 病気予防のための各種健診やごみ

処理などの経費
労　働　費 雇用促進などの経費
農林水産業費 農林業の振興と農道や森林道整備

の経費
商　工　費 企業誘致や観光振興の経費
土　木　費 道路・水路整備や公園整備などの

経費
消　防　費 消防や防災活動の経費
教　育　費 小中学校の整備や学校教育、社会

教育を行うための経費
災害復旧費 災害復旧に要した経費
公　債　費 借入金の返済金

歳入総額
171億6,591万

円
諸収入

9億7,900万円
5.7％

市債
11億8,346万円
6.9％

依存財源
105億2,988万円
61.3％

依存財源
105億2,988万円
61.3％

自主財源
66億3,603万円
38.7％

自主財源
66億3,603万円
38.7％

国庫支出金
12億4,221万円
7.2％

繰越金  7億5,746万円  4.4％
繰入金  2億271万円  1.2％

その他  5億9,803万円  3.5％

県支出金  7億5,141万円  4.4％
地方消費税交付金  3億619万円  1.8％

その他
9,765万円  0.5％

地方譲与税
1億8,524万円  1.1％

市税
40億9,883万円
23.9％

地方交付税
67億6,372万円
39.4％

歳出総額
165億4,653万

円
民生費

38億8,601万円
23.5％

衛生費
20億6,206万円
12.5％

教育費
15億425万円
9.1％

土木費
17億8,629万円
10.8％

消防費
4億8,291万円
2.9％

消防費
4億8,186万円
2.9％

公債費
20億7,510万円
12.5％

災害復旧費
1,311万円
0.0％

商工費
8億8,550万円
5.4％

農林水産業費  4億4,965万円  2.7％
労働費  1億2,760万円  0.8％

議会費  1億6,727万円  1.0％

総務費
31億783万円
18.8％

耐震・展示改修工事を行いリニューアル
した山岳博物館
5,867万円

くろよん50周年記念事業負担金
（ミッキーも登場したくろよんスペシャルパレード）
1,200万円

除雪費
県と市などで協力して生活道路を確保
2億8,283万円

大町市堆肥センターを整備
3,177万円

西公園に親水施設を整備
2,649万円

美麻定住促進住宅を新築
5,254万円
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指
標
か
ら
見
る

大
町
市
の
財
政
状
況

健全化判断比率４指標

①実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりなどを行う市
の一般会計等の赤字の程度を指標化した
もの。財政運営の悪化の度合いを示します。

②連結実質赤字比率
　一般会計のほかに、水道、下水道、病
院といった公営企業会計を含めた市の全
ての会計での赤字の程度を指標化したも
の。財政運営の悪化の度合いを示します。

③実質公債費比率
　一般会計の公債費（地方債の返済金）に、
公営企業への公債費に対する繰出金など
を加えた額を、市全体での実質的な公債
費として捉えて指標化したもの。公債費に
よる財政運営の圧迫の度合いを示します。

④将来負担比率
　25年度末時点での、市が今後負担する
べき公債費、公営企業などへの公債費に
対する繰出金、退職手当、一部事務組合
への公債費に対する負担金といった債務
等が、将来の財政を圧迫する可能性の度
合いを示します。

資金不足比率
　公営企業会計の事業規模に対する資金
の不足の割合を示します。

■対象会計　水道事業、温泉引湯事業、
　　　　　　病院事業、公共下水道事業、
　　　　　　農業集落排水事業、
　　　　　　公営簡易水道事業

　25年度決算数値は、前年度に引き続き、全ての指標で早期健全化基
準を下回りました。今後も複数年にわたる継続的な行財政改革を進め
ていきます。
　特に実質公債費比率はいまだに県内で高水準であるため、市債を活
用する際は事業を厳選し、国からの交付税で措置される割合の高い有
利な市債の活用を図るなど、公債費の抑制に努めるとともに、公営企
業の経営改善により繰出金の適性化を図っていきます。

赤字額はあり
ませんでした。

「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

早期健全化基準　13.18％

赤字額はあり
ませんでした。

「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

早期健全化基準　18.18％

10.6％
前年度との比較

改善2.7

早期健全化基準　25.0％

52.9％
前年度との比較

改善11.3

早期健全化基準　350.0％

資金不足はあ
りませんでし
た。「数値なし」

前年度との比較

前年度も数値なし

経営健全化基準　20.0％

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
19
年
度
決
算
か
ら
、「
健
全
化
判
断

比
率
４
指
標
の
公
表
」「
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
の
算
出
・
公
表
」
お
よ
び
議
会
へ
の
報
告
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
一
定
の
基
準（
早
期
健
全
化
基
準
）以
上
と
な
る
と
、
国
や
県

の
指
導
の
下
、
市
が
行
う
事
業
の
一
部
が
制
限
さ
れ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
９
月
定
例
議
会
で
、
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
指
標
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
の
掲
示
場
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
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平成25年度決算

各年度末の
市債残高

区分
23年度 24年度 25年度

一般会計 １６１億円 １５６億円 １４９億円

特別会計・企業会計を含む全会計 ３５７億円 ３４８億円 ３３２億円

※１
うち市単独で負担する残高 １３９億円 １３６億円 １２６億円

市民１人当たりの額 １２０万円 １１７万円
※２

 １１３万円

市単独で負担する残高に対する
市民１人当たりの額 ４７万円 ４６万円

※２
 ４３万円

※１　市全体の市債残高から地方交付税により国から補てんされる額を除いたもの
※２　25年度末の市民１人当たりの額は、26年３月31日現在の人口（29,386人）を基に算出

財
政
健
全
化
に
向
け
て

■
大
町
市
の
市
債
残
高
の
推
移

　
下
の
表
は
、
市
債
（
市
の
借

金
）
残
高
の
推
移
を
表
し
て
い

ま
す
。

　
市
で
は
借
金
を
増
や
さ
な
い

た
め
公
共
事
業
を
厳
選
し
て
行

う
こ
と
で
、
新
た
に
借
り
入
れ

る
額
を
毎
年
の
返
済
額
と
比
較

し
て
大
幅
に
抑
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
順
調
に

残
高
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

― 

◇ 

― 

◇ 

― 

◇ 

―

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ

た
り
、
安
心
い
た
だ
け
る
よ
う

な
健
全
財
政
が
実
現
で
き
る
よ

う
に
、
最
大
の
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１

　
10
月
11
日
、
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
10
年
の
記
念
行
事
を
、
内
外

の
大
勢
の
ご
来
賓
を
迎
え
文
化
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
式
典
の
式
辞
で

私
は
、
昭
和
29
年
に
誕
生
し
て
以
来

今
日
ま
で
、
郷
土
を
築
き
上
げ
て
き

た
先
人
た
ち
の
偉
業
を
思
い
起
こ
し
、

深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を

契
機
に
、
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
「
き
ら
り
輝
く
お
お
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
い
っ
そ
う
推
進
し
た
い
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
第

九
を
歌
う
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
混
声

合
唱
「
ア
ル
プ
ス
讃
歌
―
わ
れ
山
に

向
か
い
て
」
が
披
露
さ
れ
記
念
の
日

を
祝
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
山

﨑
登
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

信
濃
大
町
観
光
大
使
の
皆
さ
ん
６
人

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
ら

の
大
町
を
考
え
る
」
が
開
か
れ
、
大

町
の
魅
力
や
将
来
の
市
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
貴
重
な
ご
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
じ
く
観
光
大
使
、鉄
拳

さ
ん
の
パ
ラ
パ
ラ
漫
画
「
家
族
の

は
な
し
」
が
上
映
さ
れ
、
情
感
あ

ふ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
に
家
族
や
ふ

る
さ
と
の
強
い
絆
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
第
２
部
で

は
、
姉
妹
都
市
立
川
市
の
中
学
校

吹
奏
楽
部
を
迎
え
て
芸
術
交
流
会

が
開
か
れ
、
ホ
ー
ル
は
楽
器
の
奏

で
る
た
え
な
る
調
べ
に
あ
ふ
れ
ま

し
た
。
見
事
な
立
川
市
の
演
奏
に

続
く
、
第
一
中
の
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
演
奏
や
仁
科
台
中
の
荘
厳
で
重

厚
な
演
奏
に
、
会
場
の
皆
さ
ん
は

真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
圧
巻
は
、
八
坂
中
も
加
わ
り

当
市
の
３
校
に
よ
る
合
同
演
奏
で
、

舞
台
上
を
埋
め
る
１
０
０
人
も
の

大
編
成
の
音
量
豊
か
な
演
奏
が
感

動
的
で
、
未
来
を
受
け
継
ぐ
中
学

生
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
演
奏
に
私

は
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
若

い
皆
さ
ん
の
無
限
の
可
能
性
を
確

信
し
た
一
日
で
し
た
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第63回】
記念式典を終えて

大町市長　牛越徹
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みんなで支える国民健康保険
　国保の財政状況
　平成25年度大町市国民健康保険の決算状況をお知らせします。
歳入は33億8,697万円、歳出は32億7,380万円、差し引き1億1,317万円でした。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡ 市 内線 422・423・424

25
年
度
の
決
算
状
況

　
25
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計（
国
保
会
計
）の
決
算
は
、
歳

入
が
33
億
８
６
９
７
万
円
、
歳
出

が
32
億
７
３
８
０
万
円
で
、
差
し

引
き
１
億
１
３
１
７
万
円
で
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
・
県

支
出
金
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、

国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）で
す
。

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
全
体

の
約
70
％
を
占
め
ま
し
た
。

◆
国
保
税
の
推
移

　
歳
入
の
内
訳
は
、
国
保
税
が
６

億
２
６
７
８
万
円
で
全
体
の
18
・

５
％
を
占
め
ま
し
た
。
国
保
税
の

収
納
率
は
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、

被
保
険
者
の
人
数
や
１
人
当
た
り

の
所
得
が
減
少
し
た
た
め
、
ほ
ぼ

前
年
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

◆
繰
入
金
の
状
況

　
25
年
度
は
、
市
の
一
般
会
計
か

ら
２
億
２
２
０
６
万
円
を
国
保
会

計
に
繰
り
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
７
０
０
０
万
円
は
基
準
外
の
繰

り
入
れ
、
い
わ
ゆ
る
法
定
外
繰

り
入
れ（
※
１
）で
す
。
25
年
度
は
、

国
の
交
付
金（
前
期
高
齢
者
交
付

金
な
ど
）の
増
加
や
法
定
外
繰
り
入

れ
に
よ
り
生
じ
た
黒
字
分
を
国
保

国・県支出金 国保の運営を補助するための
国と県の支出金

前期高齢者交付金 65～74歳の人の医療費交付金

国民健康保険税 国保に加入している人が負担
している国保税

共同事業交付金 県内市町村の共同事業で、高
額な医療費に対しての交付金

療養給付費等交付金 退職者医療制度に該当する医
療費の交付金

繰入金 市の一般会計や国保財政調整
基金からの繰入金

繰越金 前年度からの繰越金

その他 高額療養費貸付金の返還金、
国保税の延滞金など

保険給付費 医療費の保険者負担分

後期高齢者支援金 後期高齢者（75 歳以上）医療
制度への支援金

共同事業拠出金 県内市町村の共同事業で、ルー
ルに基づく拠出金

介護納付金 介護保険制度への負担金

国保財政調整基金積立金 国保財政調整基金への積立金

療養給付費等返還金 国庫負担金の返還金（前年度
実績による精算額）

保健事業費 特定健診・保健指導、人間ドッ
ク助成などの経費

総務費 運営に必要な事務経費

その他 高額療養費貸付金など

国・県支出金
8億9,875万円
（26.5％）

前期高齢者交付金
9億3,049万円
（27.5％）

歳入額
33億8,697万円

国民健康保険税
6億2,678万円
（18.5％）

共同事業交付金
3億4,016万円
（10.0％）

療養給付費等交付金
2億7,279万円
（8.1％）

繰入金
2億2,206万円（6.6％）

その他　1,746万円（0.5％）
繰越金　7,848万円（2.3％）

保険給付費
22億1,495万円
（67.6％）

後期高齢者支援金
3億9,948万円
（12.2％）

共同事業拠出金
3億47万円（9.2％）

介護納付金
1億7,440万円
（5.3％）

国保財政調整基金積立金
1億32万円（3.1％）

療養給付費等返還金
1,427万円（0.4％）

歳出額
32億7,380万円

その他
2,516万円
（0.8％）

保健事業費 2,864万円（0.9％）
総務費

1,611万円
（0.5％）



11 広報おおまち　2014.11

財
政
調
整
基
金（
※
２
）に
積
み
立

て
、
基
金
の
残
高
は
約
１
億
８
０

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

（
※
１
）
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る

繰
り
入
れ
の
ほ
か
に
、
市
町
村
独

自
で
国
保
財
政
を
支
援
す
る
た
め

に
行
う
繰
り
入
れ

（
※
２
）
国
保
を
運
営
す
る
た
め

の
積
立
金

◆
保
険
給
付
費
の
推
移

　
歳
出
の
中
で
約
70
％
を
占
め
た

保
険
給
付
費
は
、
23
年
度
以
降
急

激
に
増
加
し
、
25
年
度
は
22
億
１
４

９
５
万
円
と
対
前
年
比
で
１
・
３
％

（
２
７
８
１
万
円
）の
増
、
22
年
度
比

で
は
９
・
５
％（
１
億
９
２
８
５
万
円
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。（
図
２
）

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
25
年
度
は
約
34

万
４
０
０
０
円
で
長
野
県
内
の
市

町
村
平
均
を
約
３
万
円
上
回
り
、

県
内
19
市
の
中
で
最
も
高
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。（
図
３
）

現
状
と
課
題

　
保
険
給
付
費
は
、
皆
さ
ん
が
医

療
機
関
に
か
か
っ
た
時
な
ど
の
医

療
費
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま

す
。
医
療
費
は
、
医
療
の
高
度
化
、

高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
さ
ら
に
増

加
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
医
療
費
が
増
え
続
け
る

と
、
国
保
財
政
は
危
機
的
な
状
況

を
迎
え
ま
す
。
国
保
を
運
営
し
て

い
く
た
め
に
は
、
こ
の
医
療
費
の
伸

び
を
抑
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

医
療
費
節
約
の
た
め
に

　
日
頃
か
ら
健
康
を
維
持
し
、
病

気
の
予
防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
気
付
か
な
い
う
ち
に
病
気

が
進
行
し
て
し
ま
う
と
、
高
額
な

医
療
を
長
期
間
受
け
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
病
気
を
早
期

発
見
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
も

大
切
で
す
。

　
医
療
費
は
国
保
財
政
だ
け
で
な

く
、
皆
さ
ん
や
家
計
に
と
っ
て
も
大

変
負
担
が
大
き
い
も
の
で
す
。
ま
ず

は
特
定
健
診
・
保
健
指
導
な
ど
を

積
極
的
に
利
用
し
て
、
体
の
状
態
や

生
活
習
慣
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
知

り
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
※
３
）を
使
用
す
れ
ば
、
国
保
が

支
払
う
医
療
費
だ
け
で
な
く
、
皆

さ
ん
が
薬
局
な
ど
で
支
払
う
負
担

金
が
節
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
に

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
を

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
※
３
）
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の

特
許
終
了
後
に
製
造
さ
れ
た
同
等

の
効
果
が
あ
る
医
薬
品

　
国
保
加
入
者
の
40
～
74
歳
の

人
を
対
象
に
、
特
定
健
診
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

◆
特
定
健
診
と
は

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

や
そ
の
予
備
群
の
人
を
早
期
に
発

見
し
、
特
定
保
健
指
導
に
よ
る

改
善
を
行
う
た
め
の
健
診
で
す
。

◆
特
定
保
健
指
導
と
は

　
特
定
健
診
の
結
果
で
、
血
圧
・

脂
質
・
血
糖
の
い
ず
れ
か
一
つ
以

上
と
腹
囲
が
基
準
以
上
に
な
っ

た
場
合
に
、
保
健
師
や
栄
養
士

が
対
象
者
に
生
活
改
善
方
法
を

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
も
の
で
す
。

◆
特
定
健
診
を
受
け
る

　
メ
リ
ッ
ト
は

▽
健
診
結
果
に
合
わ
せ
た
保
健

指
導
が
受
け
ら
れ
る
。

▽
保
健
指
導
で
生
活
習
慣
の
改

善
ポ
イ
ン
ト
が
分
か
る
。

▽
毎
年
の
受
診
で
継
続
し
た
健

康
管
理
が
で
き
る
。

▽
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
で
医

療
費
を
抑
制
で
き
る
。

◆
年
に
１
度
は
特
定
健
診
を

　
生
活
習
慣
病
は
、
気
付
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
ま
す
。
年

に
１
度
は
特
定
健
診
を
受
診
し

て
、
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

26・27年度
40歳以上の人は特定健診が無料に！
　40歳以上の国保加入者は、9,500円相
当の健診を、26・27年度は無料で受診で
きます。申し込みは随時受け付けています。
電話または直接、中央保健センター（℡・
有線23-4400）へ。
今まで特定健診を受けたことがない人も
ぜひ受診しましょう。

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

（図1） 国保財政調整基金の推移
（億円）

2億7,112万円2億2,201万円

1億8,077万円1億8,077万円

H22 H23 H24 H25 （年度）

0
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

（図3） 1人当たり医療費の推移（万円）

大町市

34万4,210円

県平均

31万4,590円

大町市

34万4,210円 大町市と
県平均の差
（24年度）
3万7,133円

大町市と
県平均の差
（25年度）
2万9,620円

県平均

県平均

31万4,590円

H22 H23 H24 H25 （年度）

0

19.5

20.0

20.5

21.0

21.5

22.0

22.5

（図2） 保険給付費の推移
（億円）

22億1,495万円

20億2,210万円

22億1,495万円

20億2,210万円

H22 H23 H24 H25 （年度）

特
定
健
診
を

　
　
　
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
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子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
始
ま
り
ま
す

平成27年
４月から

　
少
子
化
や
都
市
部
で
の
待
機
児
童
問
題
な
ど
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」が
全
国
で
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　
新
制
度
は
、
幼
児
期
の
教
育
・
保
育
や
地
域
の
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
制
度
で
、
全

て
の
子
ど
も
と
子
育
て
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
、
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
児
童
係
　
℡
市
内
線
６
８
２
・
６
８
３

認定の区分 対象となる児童 利用できる施設 保育の必要量

１号認定 満３歳以上で
就学前の児童

幼稚園
認定こども園 教育標準時間

２号認定 満３歳以上で就労などに
より保育が必要な児童 認定こども園

保育園

保育標準時間
または

保育短時間３号認定 満３歳未満で就労などに
より保育が必要な児童

幼
稚
園
や
保
育
園
の
利
用

時
に
変
更
と
な
る
事
項

　
新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
や
保
育

園
な
ど
を
利
用
す
る
際
の
手
続
き

が
変
わ
り
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育

園
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
次

の
三
つ
の
区
分
に
よ
る
認
定
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

認
定
の
区
分

　
認
定
の
区
分
は【
図
表
１
】の
と

お
り
で
す
。

■
満
３
歳
以
上
の
児
童
は
「
１
号

認
定
」（
教
育
標
準
時
間
）
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
就
労
な
ど
、
市
の
基
準
に
基
づ

き
保
育
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場

合
は
、児
童
の
年
齢
に
応
じ
て「
２

号
認
定
」
ま
た
は
「
３
号
認
定
」
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定
を

受
け
る
人
は
、
保
育
の
必
要
量
に

よ
っ
て
さ
ら
に「
保
育
標
準
時
間
」

と「
保
育
短
時
間
」に
区
分
さ
れ
ま

す
。

▽
教
育
標
準
時
間

：
幼
稚
園
・
認

定
こ
ど
も
園（
幼
稚
園
部
分
）の
標

準
的
な
利
用
時
間
（
１
日
４
時
間

程
度
）　
幼
稚
園
な
ど
で
は
、
教

育
標
準
時
間
外
の
前
後
の
時
間
に

預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
保
育
標
準
時
間

：

フ
ル
タ
イ
ム

就
労
を
想
定
し
た
利
用
時
間
（
11

時
間
）

▽
保
育
短
時
間

：

パ
ー
ト
タ
イ
ム

就
労
を
想
定
し
た
利
用
時
間
（
８

時
間
）

※
認
定
を
受
け
た
場
合
は
、
市
か

ら
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
各
園
で
行
う
教
育
・
保
育
の
内

容
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

施
設
の
分
類

■
幼
稚
園

　
小
学
校
以
降
の
教
育
の
基
礎
を

つ
く
る
幼
児
期
の
教
育
を
行
う
施

設
で
す
。

■
認
定
こ
ど
も
園

　
幼
稚
園
と
保
育
園
の
機
能
や
特

徴
を
併
せ
持
つ
施
設
で
す
。

■
保
育
園

　
仕
事
な
ど
の
た
め
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
保
護
者
の
代
わ
り
に
保

育
を
行
う
施
設
で
す
。

　
り
ん
ど
う
幼
稚
園
は
、
27
年
４

月
か
ら
新
制
度
に
対
応
し
た
幼
稚

園
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

　
大
町
幼
稚
園
と
こ
ま
く
さ
幼
稚

園
は
、
27
年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

保
育
料
の
算
定

　
新
制
度
移
行
に
当
た
り
、
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

保
育
料
は
、
い
ず
れ
も
所
得
（
負

担
能
力
）に
応
じ
た
負
担（
応
能
負

担
）
を
原
則
と
し
て
、
新
た
な
基

準
に
基
づ
き
市
が
算
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
一
律
で
あ
っ
た
幼
稚
園

の
保
育
料
も
見
直
し
と
な
り
ま
す
。

▽
４
月
～
８
月
ま
で
の
保
育
料
は
、

前
年
度
の
保
護
者
の
市
民
税
額
に

応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

▽
９
月
～
翌
年
３
月
ま
で
の
保
育

料
は
、
当
年
度
の
保
護
者
の
市
民

税
額
に
応
じ
て
算
定
し
ま
す
。

　
４
月
以
降
の
保
育
料
算
定
の
た

め
の
基
準
は
、
現
在
検
討
中
で
す
。

保
育
料
は
、
従
来
の
負
担
水
準
と

比
較
し
て
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
検
討
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
決

定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
新
制
度
移
行
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
幼
稚
園
を
経
由
し
保
護
者
に
交

付
し
て
い
た
就
園
奨
励
費
補
助
金

は
な
く
な
り
ま
す
。

利
用
手
続
き
の
流
れ

　
幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
保

育
園
の
利
用
手
続
き
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

27
年
４
月
か
ら
新
た
に
利
用
す
る
人

■
１
号
認
定
を
受
け
て
幼
稚
園
ま

た
は
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る

場
合
　

13
ペ
ー
ジ【
図
表
２
】を
参
照

■
２
号
・
３
号
認
定
を
受
け
て
認

定
こ
ど
も
園
ま
た
は
保
育
園
を
利

用
す
る
場
合
　

13
ペ
ー
ジ【
図
表
３
】を
参
照

【図表１】認定の区分
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現
在
、
幼
稚
園
や
保
育
園

を
利
用
し
、
27
年
度
以
降

も
利
用
を
希
望
す
る
人

　
幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
児
童
の

保
護
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
園
よ

り
ご
案
内
し
ま
す
。保
育
園
に
通
っ

て
い
る
児
童
の
保
護
者
に
は
、
市

か
ら
園
を
通
じ
て
ご
案
内
し
ま
す
。

幼
稚
園（
認
定
こ
ど
も
園
）

新
入
園
児
を
募
集
中

　
市
内
の
三
つ
の
私
立
幼
稚
園
で

は
、
現
在
、
27
年
度
の
新
入
園
児

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
要
項

な
ど
は
各
幼
稚
園
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
大
町
幼
稚
園（
東
町
）

℡
２
２
・
０
６
０
４

■
こ
ま
く
さ
幼
稚
園（
六
九
町
）

℡
２
２
・
１
１
３
４

■
り
ん
ど
う
幼
稚
園（
借
馬
）

℡
２
３
・
２
６
１
１

―

◇

―

◇

―

◇

―

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

の
詳
細
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
8

.c
a
o
.g

o
.jp

/

sh
o
u
sh

i/

【図表２】１号認定を受けて幼稚園または認定こども園を利用する場合

【図表３】２号・３号認定を受けて認定こども園または保育園を利用する場合

利用を希望する保護者 幼稚園・認定こども園 大町市

認定の申請
入園の申し込み

認定証の受領

入園準備へ

園児募集（願書配付）

申請の受け取り＜経由＞
入園の申込書受理

＜経由＞

認定申請書の受理

認定事務処理

認定証の交付

利用を希望する保護者 認定こども園・保育園 大町市

認定の申請
入園の申し込み

認定証の受領

入園準備へ

園児募集（願書配付）

申請の受け取り＜経由＞
入園の申込書受理

認定申請書の受理
入園申込書の受理

認定事務処理

認定証の交付

　市内産業の育成・振興、生活情報の提供、自主財源の確保の
ために、「広報おおまち」に市内事業者の広告を掲載しています。
お申し込みをお待ちしています。

広告の規格・掲載料　縦50㎜×横180㎜　白黒刷り　１回 20,000円
掲載できる広告の内容や申し込み方法などは、広聴広報係にお問い合わせください。

■問い合わせ　情報交通課広聴広報係　TEL22-0420　内線 404

有
料
広
告

募
集
中
！
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保
育
園
入
園
要
件
の
変
更

　
保
育
園
は
、
保
護
者
が
仕
事
や

疾
病
な
ど
に
よ
り
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
保

護
者
に
代
わ
り
保
育
す
る
児
童
福

祉
施
設
で
す
。

　
27
年
４
月
か
ら
の
新
制
度
移
行

に
伴
い
、
次
の
事
項
が
変
更
と
な

る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
申
込
用

紙
配
布
時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
求
職
活
動
を
し
て
い
る
場
合
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入

園
後
90
日
ま
で
。

▽
農
業
者
の
場
合
は
、
農
業
専
従

者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
農
業

所
得
証
明
書
）
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

育
児
休
暇
中
の
場
合

　
27
年
度
の
中
途
に
育
児
休
暇
が

終
了
し
、
職
場
へ
復
帰
す
る
た
め

に
家
庭
で
保
育
で
き
な
く
な
る
と

見
込
ま
れ
る
人
は
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
年
度
中
途
の
申
し

込
み
は
、
入
園
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
と

受
け
付
け
の
日
程

　
申
込
用
紙
の
配
布
と
入
園
受
け

付
け
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
各
保
育
園
と
も
、
時
間
は
午

後
３
時
～
４
時
ま
で
で
す
。

■
か
え
で
保
育
園（
相
生
町
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
12
日（
水
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
25
日（
火
）

■
は
な
の
き
保
育
園（
若
宮
町
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
13
日（
木
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
26
日（
水
）

■
あ
す
な
ろ
保
育
園（
清
水
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
14
日（
金
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
28
日（
金
）

■
し
ら
か
ば
保
育
園（
白
樺
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
17
日（
月
）

▽
受
け
付
け
　
11
月
27
日（
木
）

■
ど
ん
ぐ
り
保
育
園（
山
下
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
18
日（
火
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
１
日（
月
）

■
た
け
の
こ
保
育
園（
八
坂
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
19
日（
水
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
２
日（
火
）

■
み
あ
さ
保
育
園（
美
麻
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
20
日（
木
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
３
日（
水
）

■
く
る
み
保
育
園（
栄
町
）

▽
用
紙
配
布
　
11
月
21
日（
金
）

▽
受
け
付
け
　
12
月
８
日（
月
）

申
し
込
み
受
け
付
け
後
の

日
程（
予
定
）

▽
１
月
中
旬
　
認
定
証
、
健
康
診

断
お
よ
び
入
園
説
明
会
の
案
内
を
、

入
園
の
申
し
込
み
を
し
た
保
護
者

に
送
付
し
ま
す
。

▽
２
月
上
旬
　
各
保
育
園
で
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す
。
３
歳
以
上

の
お
子
さ
ん
は
簡
単
な
面
接
を
行

い
ま
す
。
園
児
服
、
エ
プ
ロ
ン
な

ど
の
注
文
を
取
り
ま
す
。

▽
２
月
下
旬
　
各
保
育
園
で
入
園

説
明
会
を
行
い
ま
す
。
保
育
料
、

園
で
の
生
活
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

園
児
服
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
注
文

品
を
販
売
し
ま
す
。

▽
４
月
上
旬
　
入
園
式

保育園の入園申し込み
平成27年度

用紙の配布と受け付けは各保育園で

　
27
年
度
の
保
育
園
新
規
入
園
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
す
る
人
は
、
保
育
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
児
童
係
　
℡
市
内
線
６
８
２
・
６
８
３
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教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
４
月
か
ら

　
教
育
委
員
会
は
、
教
育
の
政
治
的
中
立
性
・
継
続
性
・
安
定
性
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
意

向
反
映
を
図
る
目
的
で
設
置
さ
れ
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
地
方

公
共
団
体
の
教
育
行
政
を
つ
か
さ
ど
る
合
議
制
の
執
行
機
関
で
す
。
こ
の
た
び
、
各
方
面
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
教
育
委
員
会
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
庶
務
係
　
℡
市
内
線
６
１
１

現
在
の
制
度
の
意
義
と
仕
組
み

　
教
育
委
員
会
は
、
首
長
か
ら
独

立
し
た
行
政
機
関
と
し
て
、
全
て

の
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
等
に

設
置
さ
れ
、
教
育
行
政
の
重
要
事

項
や
基
本
方
針
を
決
定
し
、
そ
れ

に
基
づ
い
て
教
育
長
が
具
体
的
な

事
務
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
は
、
原
則
５
人
で
構

成
さ
れ
任
期
は
４
年（
再
任
可
）で

す
。
教
育
長
は
、
教
育
委
員
の
中

か
ら
教
育
委
員
会
が
任
命
し
常
勤

で
す（
他
の
委
員
は
非
常
勤
）。

制
度
改
革
の
き
っ
か
け

　
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
の
機
能

や
体
質
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の

生
命
・
身
体
や
教
育
を
受
け
る
権

利
を
脅
か
す
よ
う
な
重
大
な
事
案

が
あ
る
た
び
に
、
的
確
で
速
や
か

な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
声
や
、
組
織
が
形

骸
化
し
て
い
る
と
の
指
摘
が
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
特
に
、
平
成
23
年
に
起
き
た
中

学
生
い
じ
め
自
殺
事
件
で
の
教
育

委
員
会
の
対
応
へ
の
不
信
感
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
制
度
改
革
の

機
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
法
律
改
正
の
概
要

　
今
回
の
法
律
改
正
の
趣
旨
や
、

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
趣
旨

　
教
育
の
政
治
的
中
立
性
・
継
続

性
・
安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
地

方
教
育
行
政
で
の
責
任
の
所
在
の

明
確
化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制

の
構
築
、
首
長
と
の
連
携
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
方
に
対
す
る

国
の
関
与
の
見
直
し
を
図
る
。

２
主
な
改
正
点

①
新
た
な
教
育
長
の
設
置
に
よ
る

教
育
行
政
の
責
任
の
明
確
化

▽
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本

化
し
た
新
た
な
教
育
長（
責
任
者
）

を
設
置
す
る
。

▽
教
育
長
は
、
首
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
、
直
接
任
命
、
罷
免
を

行
う
。

▽
教
育
長
は
、
教
育
委
員
会
の
会

務
を
総
理
し
、
教
育
委
員
会
を
代

表
す
る
。

▽
教
育
長
の
任
期
は
３
年
と
す
る
。

②
総
合
教
育
会
議
の
設
置
に
よ
る

首
長
と
の
連
携
強
化

▽
自
治
体
に「
総
合
教
育
会
議
」を

設
け
、
会
議
は
首
長
が
招
集
し
、

首
長
、
教
育
委
員
会
で
構
成
す
る
。

▽
首
長
は
、
総
合
教
育
会
議
で
教

育
委
員
会
と
協
議
し
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
教
育
、
学
術
お
よ
び

文
化
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の
大

綱
を
策
定
す
る
。

▽
総
合
教
育
会
議
は
、
大
綱
の
策

定
、
教
育
条
件
の
整
備
な
ど
重
点

的
に
講
ず
べ
き
施
策
、
緊
急
の
場

合
に
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
、

協
議
・
調
整
を
行
う
。

③
国
の
関
与
の
見
直
し

▽
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
の
防
止
な

ど
、
児
童
生
徒
の
生
命
・
身
体
へ

の
被
害
の
拡
大
、
発
生
を
防
止
す

る
緊
急
性
が
あ
る
場
合
に
、
文
部

科
学
省
が
教
育
委
員
会
に
指
示
で

き
る
こ
と
を
明
確
化
す
る
。

３
実
施
時
期

　
平
成
27
年
４
月
１
日

　
施
行
日
に
在
職
中
の
教
育
長
は
、

任
期
が
満
了
す
る
ま
で
、
ま
た
は

自
ら
退
任
す
る
ま
で
、
現
行
制
度

の
教
育
長
と
し
て
在
職
し
ま
す
。

現在

首長

首長

主宰

改正後

教育委員会（執行機関）

教育委員会（執行機関）

教育長
（常勤）

教育長
（常勤）

教育委員長
（非常勤）

教育委員
（非常勤）

議
会
の
同
意
を
得
て

委
員
を
任
命
・
罷
免

議
会
の
同
意
を
得
て
教
育
長
・

委
員
を
任
命
・
罷
免

◯委員の中から
　教育長を任命
◯教育長は委員
　を兼務

総合教育会議

◯首長、教育委員会で構成
◯大綱の策定、重点施策、
　緊急措置の協議・調整

◯委員の中から
　委員長を選挙
◯教育委員会を
　代表
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★
き
ら
り
★ 

保
健
セ
ン
タ
ー
通
信
❸

　
皆
さ
ん
の
健
康
を
生
涯
に
わ
た
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る

各
種
事
業
を
、
５
回
に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。
第
３
回
目
の
テ
ー
マ
は
、「
母
子
保
健
事
業（
妊

娠
期
～
産
後
）」で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
　
℡
・
有
線
２
３
・
４
４
０
０

今後の「両親学級」
■日時　平成27年１月30日（金）　午後２時〜４時
■内容　マタニティーヨガ無料体験、妊婦健診結果の見方、
　　　　自分に合った食事量の確認

■日時　平成27年２月21日（土）　午前９時30分〜午後２時30分
■内容　パパの妊婦体験・調理実習、妊娠中からの母乳相談、
　　　　出産後の手続き・制度、もく浴体験など

妊
娠
中
は
…

　
妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

を
守
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

■
妊
娠
届
・
母
子
健
康
手
帳

　
妊
娠
と
診
断
さ
れ
る
と
、
医
療

機
関
か
ら「
妊
娠
届
出
書
」が
発
行

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
に
提
出
す
る
と
、
母
子
健

康
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
婦
健
診母子健康手帳は、数種類からデザインを

選べ、外国語版もあります。

結
果
や
赤
ち
ゃ
ん
の
予
防
接
種
な

ど
重
要
な
情
報
を
記
録
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
早
め
に
交
付
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

■
妊
婦
健
診

　
妊
娠
中
の
健
康
状
態
は
、
赤

ち
ゃ
ん
の
育
ち
や
出
産
後
の
お
母

さ
ん
の
体
に
影
響
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
定
期
健
診
を
受
け
て
、

妊
婦
さ
ん
が
自
ら
の
体
を
知
り
、

健
康
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
妊
婦
一
般
健
康
診
査

　
妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康

状
態
を
調
べ
ま
す
。
妊
娠
の
届
け

出
時
に
、
県
内
の
医
療
機
関
（
産

科
）
や
助
産
院
で
妊
婦
健
診
費
用

（
最
大
14
回
分
）の
助
成
が
受
け
ら

れ
る
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
里
帰
り
な
ど
に
よ
り
県
外
で
受

診
す
る
人
、
転
入
し
て
未
使
用
の

受
診
票
を
お
持
ち
の
妊
婦
さ
ん
は
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

②
妊
婦
歯
科
検
診

　
妊
婦
さ
ん
は
、
虫
歯
や
歯
周
病

に
な
り
や
す
い
た
め
、
体
調
が
良

い
時
期
に
、
早
め
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
妊
娠
の
届
け
出
時
に
お
渡
し
す

る
受
診
票
で
、
大
北
管
内
の
歯
科

医
院
で
検
診
１
回
分
の
助
成
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

■
妊
婦
だ
よ
り

　
妊
娠
の
届
け
出
時
に
希
望
し
た

人
へ
、
妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
の
情
報
を
載
せ
た
お
便
り
を

送
付
し
ま
す（
１
回
）。

■
両
親
学
級

　
妊
婦
さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ
ー
が
対

象
の
教
室
で
す
。
妊
娠
中
か
ら
の

健
康
管
理
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

妊
婦
さ
ん
だ
け
や
、
お
子
さ
ん
連

れ
の
参
加
も
可
能
で
す
。
希
望
す

る
場
合
は
、
開
催
日
の
２
日
前
ま

で
に
、
電
話
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
産
後
は
…

　
健
診
・
相
談
や
予
防
接
種
な
ど

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
発
達

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
新
生
児
・
産
婦
訪
問

　
保
健
師
が
お
宅
を
訪
問
し
、
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
、
育
児
な
ど

の
相
談
、
予
防
接
種
、
乳
幼
児
健

診
な
ど
を
案
内
し
ま
す
。
妊
娠
届

け
出
時
に
お
渡
し
す
る
「
出
生
連

絡
票
兼
低
体
重
児
出
生
届
出
書
」

を
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
提
出
す

る
と
よ
り
早
く
訪
問
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
乳
児
一
般
健
康
診
査

　
出
生
の
届
け
出
を
す
る
と
、
県

内
の
医
療
機
関（
小
児
科
）で
乳
児

健
診
費
用
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。
小
児

科
医
に
よ
る
健
診
を
受
け
る
機
会

が
少
な
く
な
る
生
後
３
～
11
カ
月

の
間
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
の
他

　
妊
娠
す
る
た
め
の
治
療
を
受
け

て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
す
る
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

新生児訪問での体重測定
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市
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

事
業
の
一
環
と
し
て
、
マ
シ
ン
を

使
っ
た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

を
２
カ
所
で
開
催
し
ま
す
。

　
い
す
に
座
っ
て
行
う
運
動
が
中

心
で
す
の
で
、
膝
が
痛
い
人
や

立
っ
て
運
動
を
す
る
こ
と
が
つ
ら

い
人
で
も
安
心
し
て
行
え
ま
す
。

個
人
の
体
力
に
合
わ
せ
た
無
理
の

な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
筋
力
・
バ

ラ
ン
ス
・
柔
軟
性
な
ど
の
体
力
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
フ
ァ
イ
ト
」

■
日
時
　
12
月
２
日
～
平
成
27
年

３
月
６
日
　
毎
週
火
・
金
曜
日
　

全
25
回
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
会
場
　
Ｊ
Ａ
大
北
平
支
所
　
２

階
　
大
会
議
室

■
対
象
地
域
　
平
・
大
町
の
一
部

地
域南

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
健
康
大
学

■
日
時
　
12
月
１
日
～
平
成
27
年

３
月
12
日
　
毎
週
月
・
木
曜
日
　

全
25
回
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
最
終
日
変
更
す
る
可
能
性
あ
り

■
会
場
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
お
お

ま
ち（
堀
六
日
町
）

■
対
象
地
域
　
常
盤
・
社
・
大
町

の
一
部
地
域

【
両
教
室
の
共
通
事
項
】

■
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の

市
民
で
、
歩
行
や
立
ち
上
が
り
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
人（
要
支
援
・

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
）

※
事
前
に
面
接
と
歩
行
速
度
な
ど

の
測
定
を
行
い
、
参
加
者
を
決
定

し
ま
す
。
送
迎
を
希
望
す
る
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
定
員
　
10
人

■
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
マ

シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
バ
ラ
ン
ス

運
動
、
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
体

力
測
定
な
ど

■
費
用
　
１
０
０
円
／
回
（
送
迎

代
含
む
）

■
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
　
運
動
が
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
11
月
20
日（
木
）ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

▽
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
０
０
６
２

▽
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
１
・
１
７
０
２

　
○
○
市
で
２
０
０
０
万
円
だ

ま
し
取
ら
れ
る
―
。
毎
日
の
よ

う
に
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
る

詐
欺
や
悪
徳
商
法
に
よ
る
被
害
。

訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘
、
通

信
販
売
、
携
帯
電
話
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
…
。「
便
利
だ
」「
親

切
だ
」「
子
や
孫
が
大
変
だ
」
と

思
っ
て
い
た
ら
、
実
は
だ
ま
さ

れ
て
い
た
、
大
切
な
お
金
を
だ

ま
し
取
ら
れ
た
と
い
う
人
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
悪
徳
商
法
や
詐
欺
で
だ
ま
そ

う
と
す
る
側
は
だ
ま
し
の
プ
ロ
。

そ
れ
に
立
ち
向
か
う
最
大
の
武

器
は
〝
知
識
〟
で
す
。
ま
ず
は
、

最
新
の
だ
ま
し
の
手
口
を
知
り

対
処
法
を
身
に
付
け
て
、
あ
な

た
自
身
や
家
族
を
守
り
ま
し
ょ

う
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
11
月
26
日（
水
）　
午

後
２
時
～
４
時

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
　
大
会
議
室

■
講
師
　
北
村
き
ぬ
子
さ
ん

（
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、

コ
ー
プ
な
が
の
有
識
者
理
事
）

■
申
し
込
み
　
11
月
22
日（
土
）

ま
で
に
、
電
話
で
コ
ー
プ
な
が

の
総
合
企
画
室
へ
。

■
そ
の
他
　
講
師
の
約
１
時
間

の
話
の
後
、
講
師
・
相
談
員
を

囲
ん
で
の
お
し
ゃ
べ
り
と
お
茶

の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
コ
ー
プ
な
が
の
総
合
企
画
室

℡
０
１
２
０
・
５
０
２
・
４
７
７

▽
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
２
６
・
３
２
２
５

長
野
県
は
特
殊
詐
欺
非
常
事
態
宣
言
発
令
中

く
ら
し
カ
フ
ェ

あ
な
た
が「
カ
モ
」か
も
?!

他
人
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

高
齢
者
筋
力
向
上

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
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書
道

　
実
用
書
道
の
基
礎
を
学
習
し
ま

す
。
美
し
い
楷
書
の
筆
使
い
を
練

習
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
木
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
書
道
用
具
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
書
草
会

水
墨
画

　
墨
の
濃
淡
を
生
か
し
、
講
師
の

お
手
本
に
沿
っ
て「
竹
」の
描
き
方

を
基
礎
か
ら
学
習
し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
費
用
　
２
０
０
円（
材
料
費
）

■
持
ち
物
　
硯
、筆
、筆
を
洗
う
瓶

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
秋
翆
会

箏そ
う
き
ょ
く曲

　
初
心
者
向
け
の
講
座
を
行
い
ま

す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
な
し
。
楽
器
は
用
意

し
ま
す
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
い
と
た
け
会

尺
八

　
ま
ず
は
尺
八
に
触
れ
て
音
を
出

し
ま
す
。
音
が
出
た
ら
曲
に
挑
戦

し
ま
す
。
経
験
者
に
は
資
格
取
得

過
程
の
説
明
も
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
水
）

午
後
６
時
～
７
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
な
し
。
楽
器
は
用
意

し
ま
す
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
い
と
た
け
会

コ
ー
ラ
ス

　「
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
」の
鳴
ら
し

方
を
練
習
し
、
簡
単
な
曲
を
演
奏

し
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
水
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
コ
ー
ル
和
リ

ン
ガ
ー
ズ

俳
句

　
自
作
の
俳
句
を
五
句
持
ち
寄
り
、

講
師
の
指
導
で
句
会
を
楽
し
み
ま

す
。
五
句
用
意
で
き
な
い
人
は
何

句
で
も
結
構
で
す
。
初
心
者
大
歓

迎
で
す
。

■
日
時
　
11
月
19
日（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
５
時

■
定
員
　
５
人

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
せ
せ
ら
ぎ
会

短
歌

　
自
分
の
生
活
や
体
験
、
見
た
事
、

感
じ
た
事
な
ど
を
31
文
字
に
ま
と

め
発
表
し
合
い
ま
す
。

■
日
時
　
12
月
９
日（
火
）

午
後
１
時
～
３
時
30
分

■
定
員
　
２
人

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
大
町
短
歌
会

社
交
ダ
ン
ス

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
の
技
術
向

上
と
、
頭
と
体
の
運
動
で
健
康
維

持
を
図
り
ま
す
。
初
心
者
は
、
個

人
レ
ッ
ス
ン
よ
り
グ
ル
ー
プ
で
習

う
方
が
仲
間
も
で
き
マ
ナ
ー
が
身

に
付
き
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
18
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
定
員
　
10
人

■
持
ち
物
　
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま

た
は
室
内
用
運
動
靴
　
運
動
が
で

き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
シ
ル
バ
ー
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ

大
町
公
民
館
分
室

サ
ー
ク
ル
１
日
体
験

　
大
町
公
民
館
分
室
で
は
、
市
内
に
あ
る
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、「
サ
ー

ク
ル
１
日
体
験
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
体
験
し
、

楽
し
く
学
ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
会
　
　
場
　
大
町
公
民
館
分
室

■
申
し
込
み
　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
公
民
館
分
室
へ
。

■
そ
の
他
　
費
用
の
表
記
が
な
い
も
の
は
無
料
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
公
民
館
分
室
　
℡
・
有
線
２
２
・
０
３
５
２
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サークル１日体験

社
交
ダ
ン
ス

　
社
交
ダ
ン
ス
の
基
礎
の
ほ
か
、

楽
し
い
パ
ー
テ
ィ
ー
用
の
ダ
ン
ス

な
ど
も
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
定
員
　
３
人

■
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ラ
イ
ズ

社
交
ダ
ン
ス

　
ど
な
た
で
も
踊
れ
る
簡
単
で
楽

し
め
る
レ
ッ
ス
ン
を
し
ま
す
。
ダ

ン
ス
は
認
知
症
予
防
に
も
効
果
が

あ
り
、
心
肺
機
能
の
向
上
も
期
待

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

で
は
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
と
い
わ
れ

る
社
交
ダ
ン
ス
を
一
緒
に
や
り
ま

し
ょ
う
。

■
日
時
　
11
月
21
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
　
運

動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
む
つ
み
会

社
交
ダ
ン
ス

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
踊
り

ま
す
。
社
交
ダ
ン
ス
の
基
礎
を
覚

え
れ
ば
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の

で
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し

て
一
緒
に
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
12
月
２
日（
火
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

■
定
員
　
５
人

■
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
　
運

動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ス
リ
ー
ス

リ
ー
ズ

健
康
体
操

　
い
す
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
や

筋
ト
レ
、
リ
ズ
ム
体
操
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
11
月
20
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

■
定
員
　
10
人

■
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
、
タ

オ
ル（
汗
拭
き
用
）、
バ
ス
タ
オ
ル

（
床
敷
き
用
）、
飲
み
物
　
運
動
が

で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
の
ば
ら
の
会

健
康
体
操

　
体
を
内
側
と
外
側
か
ら
鍛
え
る

こ
と
で
、
肩
こ
り
や
腰
痛
の
予
防
、

デ
ト
ッ
ク
ス
効
果
、
若
返
り
が
期

待
で
き
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た

動
き
で
自
分
の
体
を
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
11
月
21
日（
金
）

午
後
２
時
～
３
時

■
定
員
　
３
人

■
持
ち
物
　
室
内
用
運
動
靴
　
運

動
が
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
ク
ロ
ッ
カ
ス

革
細
工

　
印
鑑
入
れ
の
革
に
刻
印
を
し
ま

す
。
加
工
は
講
師
が
行
い
、
翌
々

週
ま
で
に
製
品
に
し
て
お
渡
し
し

ま
す
。

■
日
時
　
11
月
13
日（
木
）

午
後
７
時
～
９
時

■
定
員
　
５
人

■
費
用
　
１
０
０
０
円
（
革
、
加

工
費
）

■
協
力
サ
ー
ク
ル
　
レ
ザ
ー
ク
ラ

フ
ト

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
は
11
月
12

日（
水
）正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
や
住
民
税
の
確
定
申
告
で
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１

月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
申
告
時
に
納
付
し

た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

添
付
書
類
と
な
る
「
社
会
保
険

料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証

明
書
」
は
、
11
月
上
旬
ま
た
は

来
年
２
月
上
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
者
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
添

付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
の
送
付
分

　
平
成
26
年
１
月
１
日
～
９
月

30
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
人
と
、
年
内
に
納

付
が
見
込
ま
れ
る
人

２
月
上
旬
の
送
付
分

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
た
場
合
な
ど
、
平
成
26

年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
の
間

に
、
こ
と
し
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
人

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
日
本
年
金
機
構
の
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

自
宅
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

年
金
記
録
の
確
認
、
年
金
見
込

額
の
試
算
、
持
ち
主
の
分
か
ら

な
い
記
録
の
検
索
、
各
種
通
知

書
の
確
認
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.n

en
kin

.go
.jp

/

■
問
い
合
わ
せ

▽
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　
控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
～
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大町市の企業紹介�
ー地域を支える地方企業ー

　
当
事
業
場
で
は
、
大
北
地
区
の
皆
さ

ま
に
良
質
で
安
定
的
な
電
気
を
お
届
け

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
電

線
に
樹
木
の
接
触
が
な
い
か
、
電
柱
上

に
で
き
た
冠
雪
が
設
備
に
影
響
を
与
え

な
い
か
な
ど
を
確
認
す
る
巡
視
業
務
が

あ
り
ま
す
。
停
電
に
よ
り
お
客
さ
ま
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
い
た
め
に
、
定

期
的
に
実
施
し
異
常
箇
所
発
見
の
都

度
対
応
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

停
電
に
至
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
備
え
、
24
時
間
出
向
可
能

な
復
旧
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
が
、

作
業
内
容
に
よ
っ
て
は
停

電
が
長
時
間
に
わ
た
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
何

と
ぞ
ご
理
解
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
通
報
に
よ
り
、
停

電
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
事
象
も
数
多
く
あ

り
ま
す
の
で
、「
樹
木
が

電
線
に
接
触
し
て
い
る
」

「
電
線
が
切
れ
て
い
る
」な

ど
を
発
見
し
た
際
に
は
、

弊
社
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

　
Ｉ
Ｔ
社
会
の
変
化
の
速
度

を
表
現
す
る
の
に
ド
ッ
グ
イ

ヤ
ー
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
犬
の

生
涯
は
人
間
と
比
べ
時
間
の

経
過
が
７
倍
程
度
早
い
こ
と

か
ら
、
急
速
に
変
化
し
て
い

く
様
子
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　
有
線
放
送
が
産
声
を
上
げ

た
の
は
、
公
社
電
話
が
普
及

し
て
い
な
か
っ
た
昭
和
48
年

当
時
、
南
部
と
北
部
の
有
線

放
送
が
統
合
さ
れ
た
時
か
ら

で
す
。
以
来
、
地
元
の
情
報
提
供
に
深

く
関
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
時
代
到

来
で
、
デ
ー
タ
伝
送
容
量
が
大
き
い
Ａ

Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
大
手
企
業
に
先
駆
け
て
提
供

し
、
12
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
も

放
送
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
一
方
で
は

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を

包
含
し
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
の
総

合
的
な
受
け
皿
と
し
て
、
地
元
の
皆
さ

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
熟
成
し
た
情
報
化
社
会
で
要
と
な
る

の
は
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
収
集
さ
れ
た

情
報
を
分
類
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
新

し
い
価
値
を
持
た
せ
て
共
有
す
る
こ

い
致
し
ま
す
。
な
お
、
切
れ
た
電
線
は

大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に
触
ら
な
い

よ
う
重
ね
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
さ
て
、
弊
社
で
は
、
家
庭
向
け
会
員

サ
ー
ビ
ス「
ク
ラ
ブ
カ
テ
エ
ネ
」を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
開
設
致
し
ま
し
た
。
過
去

の
電
気
料
金
や
使
用
量
が
一
目
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
、
電
気
を
賢
く
お
使

い
い
た
だ
く
た
め
の
お
役
立
ち
情
報
が

い
っ
ぱ
い
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
登
録
無
料
の
ク
ラ
ブ
カ
テ
エ
ネ
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
中
部
電
力
　
カ
テ
エ
ネ
」で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
）

と
）
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

支
え
る
要
素
に
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
、
い
わ
ゆ
る「
使
い
勝
手
」が

あ
り
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

イ
ス
が
複
雑
で
多
種
多
様
な
電
子
機
器

が
あ
ふ
れ
て
い
る
今
、
40
年
以
上
に
わ

た
り
有
線
放
送
は「
取
扱
説
明
書
不
要
」

「
耳
を
傾
け
る
だ
け
」と
い
う
、
こ
れ
以

上
の
単
純
化
は
不
可
能
な
メ
デ
ィ
ア
と

し
て
利
活
用
さ
れ
て
き
た
実
績
が
あ
り

ま
す
。

　
今
後
も
加
入
者
目
線
に
立
っ
て
、
大

町
市
の
情
報
を
送
り
出
す
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　「広報おおまち」では、市内の企業を紹介しています。内容は企業から提出い
ただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は、産業立地戦略室

（℡ 市 内線541）までご連絡ください。

中
部
電
力
株
式
会
社　
大
町
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

大
町
市
有
線
放
送
電
話
農
業
協
同
組
合

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
電
気
を
安
定
的
に
お
届
け
し
ま
す

大
町
市
民
に
向
け
た
情
報
の
提
供

■所　在　地：大町市大町3214−1（仁科町）
℡0120－984－531

■ホームページ：http://www.chuden.co.jp/
■代　表　者：所長　酒井良治
■事 業 内 容：電気事業

■所　在　地：大町市大町3815（桜田町）
℡・有線22－1297

■ホームページ：http://omachiyusen.jimdo.com/
■代　表　者：代表理事組合長　西山忠宏
■事 業 内 容：有線放送電話業
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
冬
の
風

物
詩
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
と
し
の
テ
ー
マ
は
「
魔
法
」。
光
を
操
る
未
知

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
体
験
で
気
分
は
魔
法
使
い
で
す
。

　
大
人
気
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン「
ハ
イ
パ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー
」も
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
仕
様
で
夜
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　
11
月
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
同
時

開
催
の
堀
金
・
穂
高
地
区
と
合
わ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

「
光
の
森
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」

～
マ
ジ
カ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
～

　
冬
の
風
物
詩
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
光
の
中
、
魔
法
使
い
の

よ
う
に
夜
空
を
舞
お
う
！

■
日
時
　
11
月
１
日（
土
）～
30
日

（
日
）の
土
・
日
・
祝
日
　
午
後
４

時
～
８
時

■
場
所
　
入
口
広
場

■
料
金
　
１
０
０
０
円
（
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
チ
ラ
シ
に
半
額
券
あ

り
）イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
サ
ー
ト

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
夜
に

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
素
敵
な
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
期
日
・
出
演

【
11
月
１
日
（
土
）】
栗
原
響
子
（
フ

ル
ー
ト
）、
志
賀
千
恵
子
（
チ
ェ

ロ
）、
市
成
優
衣（
ピ
ア
ノ
）、【
11

月
８
日
（
土
）】
長
勢
ゆ
か
り
（
声

楽
）、
中
村
有
里
（
サ
ッ
ク
ス
）、

植
村
千
絵
（
ピ
ア
ノ
）、【
11
月
15

日
（
土
）】
唐
澤
萌
香
（
声
楽
）、
伊

藤
ゆ
り
（
ピ
ア
ノ
）、【
11
月
22
日

（
土
）】
長
野
マ
ス
ク
ワ
イ
ア
（
ゴ

ス
ペ
ル
）、【
11
月
23
日
（
日
）】
ま

し
ゅ
ま
ろ
ま
ま
（
ボ
ー
カ
ル
、
ア

ル
パ
）、【
11
月
24
日
（
月
）】
松

本
ベ
ル
エ
コ
ー
ズ
（
ハ
ン
ド
ベ

ル
）、【
11
月
29
日（
土
）、
12
月
13

日
（
土
）】
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
ク
ロ
ー

バ
ー（
ジ
ャ
ズ
）

■
時
間
　
午
後
４
時
30
分
～
５
時
、

午
後
６
時
30
分
～
７
時

■
場
所
　
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ
ン

ナ
イ
ト
竹
巻
パ
ン

　
大
炉
で
暖
を
取
り
な
が
ら
、
ミ

ニ
サ
イ
ズ
の
竹
巻
パ
ン
を
作
ろ

う
！

■
日
時
　
11
月
１
日（
土
）～
３
日

（
月
）・
22
日
（
土
）
～
24
日
（
月
）、

12
月
20
日（
土
）・
21
日（
日
）・
23

日（
火
）　
午
後
４
時
　
※
材
料
が

な
く
な
り
次
第
終
了

■
場
所
　
森
の
体
験
舎

■
料
金
　
１
０
０
円

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

せ
て
70
万
球
の
光
が
冬
の
夜
空
を

彩
り
ま
す
。
大
町
・
松
川
地
区
の

こ
と
し
の
テ
ー
マ
は「
魔
法
」。
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
色
や
点
灯
パ
タ
ー
ン
を
操
る

「
魔
法
の
本
」
や
、
圧
倒
的
な
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
光
と
音
の
演
出
で
迫

る「
魔
法
の
森
」な
ど
、
見
ど
こ
ろ

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

■
日
時
　
11
月
１
日（
土
）～
平
成

27
年
１
月
12
日
（
月
）　
午
後
４

時
～
９
時
　
※
１
月
は
金
・
土
・

日
・
祝
日
の
み

ナ
イ
ト
ハ
イ
パ
ー
ジ
ャ
ン
パ
ー

　
ゴ
ム
ロ
ー
プ
と
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

で
ジ
ャ
ン
プ
！
　
イ
ル
ミ
ネ
ー

イルミネーション

ハイパージャンパー

ましゅまろまま

ナイト竹巻パン
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と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
第
一
中
、
仁
科
台
中
、
八
坂
中
、
美
麻
小

中
の
４
校
で
９
月
26
・
27
日
、
文
化
祭
が
あ

り
ま
し
た
。
学
校
ご
と
テ
ー
マ
を
決
め
、
学

習
発
表
や
音
楽
会
な
ど
を
行
い
、
訪
れ
た
人

が
生
徒
の
発
表
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
第
一
中
の「
こ
ぶ
し
祭
」は
、「
繚
乱
～
咲
き

誇
れ
一
中
の
華
た
ち
よ
～
」を
テ
ー
マ
に
、
26

日
に
は
英
語
ス
ピ
ー
チ
や
総
合
学
習
発
表
、

ク
ラ
ス
全
員
が
走
る
リ
レ
ー
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
27
日
に
は
吹
奏
楽
部
の
公
演
や
音
楽

会
、
全
生
徒
が
協
力
し
て
一
つ
の
絵
を
作
る

巨
大
パ
ズ
ル
な
ど
を
披
露
。
教
室
や
廊
下
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
展
示
さ
れ
、
文
化
祭

ポ
ス
タ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
保
護
者
な
ど

が「
さ
す
が
上
手
、
す
ご

い
」
と
声
を
上
げ
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
音

楽
会
が
あ
っ
た
体
育
館

で
は
ク
ラ
ス
発
表
の
た

び
に
大
き
な
拍
手
が
沸

き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
大
蔵
こ
づ
江
さ
ん（
平
・

借
馬
団
地
）は「
昨
年
よ
り

成
長
し
、
一
人
一
人
の
願

い
が
一
つ
に
な
っ
て
す
ば

ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
。
３
年

生
を
受
け
継
い
で
来
年

も
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
脳
疾
患
が
多
い
大
北
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
大

町
総
合
病
院
は
10
月
１
日
、
最
新
の
磁
気
共
鳴
画
像
診
断
装

置（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）を
導
入
し
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
米
国
Ｇ
Ｅ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
製
で
、
従
来

の
装
置
に
比
べ
、
デ
ジ
タ
ル
方
式
で
高
画
質
に
な
り
検
査
精

度
が
向
上
。
疾
患
の
早
期
発
見
が
見
込
め
ま
す
。
一
部
の
検
査

で
は
患
者
に
苦
痛
の
多
か
っ
た
騒
音
が
な
い
静
か
な
検
査
が

可
能
で
、
検
査
時
間
も
短
縮
。
撮
影
前
に
必
要
だ
っ
た
造
影

剤
を
投
与
し
な
く
て
も
脳
の
血
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
患
者

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
、
最
新
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
、
間
接
照
明
な

ど
を
使
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
室
の
模
様
替
え
も
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
新
た
に
着
任
し
た
脳
神
経
外
科
の
青
木
俊
樹
医
師

　
南
小
児
童
ク

ラ
ブ
は
10
月
８

日
、
大
町
市
ふ

れ
あ
い
プ
ラ
ザ

（
常
盤
）で
リ
ン

ゴ
を
湯
船
に
浮

か
べ
た
風
呂
で

入
浴
を
楽
し
む

会
を
開
き
ま
し

た
。

　
会
は
、
地
元

（
前
一
之
瀬
脳
神

経
外
科
病
院
副
院

長
）
は
、「
生
活
習

慣
病
の
段
階
で
脳

卒
中
に
至
ら
な
い

よ
う
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

使
っ
て
予
防
に
力

を
入
れ
、
大
北
地

域
の
脳
卒
中
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
病
院
で
は
、
救

急
患
者
の
ほ
か
、

入
院
や
外
来
の
患

者
、
脳
ド
ッ
ク
な

ど
、
幅
広
く
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

特
産
品
の
リ
ン
ゴ
の
香
り
で
季
節
を
感
じ
な
が
ら
、
公
衆

浴
場
が
あ
る
施
設
な
ら
で
は
の
体
験
を
児
童
に
し
て
も
ら

う
企
画
で
、
地
元
農
家
の
好
意
で
提
供
さ
れ
た「
つ
が
る
」

１
０
０
個
を
使
い
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
同
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
南
小
の
１
～
３
年
生

30
人
が
参
加
。
児
童
は
、
リ
ン
ゴ
を
手
に
取
り
香
り
を
確

か
め
た
り
、
集
め
て
両
手
に
抱
え
た
り
と
大
は
し
ゃ
ぎ
で

し
た
。

　
浅
野
朱し
ゅ

羽う

君
（
３
年
）
は
「
リ
ン
ゴ
が
い
っ
ぱ
い
で
楽
し

い
。
温
か
く
て
す
ご
く
い
い
匂
い
が
し
た
」
と
リ
ン
ゴ
の

よ
う
に
ほ
お
を
赤
く
染
め
話
し
ま
し
た
。

市
内
４
中
学
校
が

文
化
祭
を
開
催

大
町
総
合
病
院

新
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入

季
節
を
感
じ
て
裸
の
付
き
合
い

南
小
児
童
ク
ラ
ブ
が
リ
ン
ゴ
風
呂
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ときめきマイ・シティー

　
昭
和
57
年
か
ら
続
く
八
坂
中
学
校
生
徒
会
の
「
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
磨
き
」が
評
価
さ
れ
、
10
月
９
日
、
信
州
エ
コ

大
賞
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
賞
は
平
成
11
年

に
始
ま
り
、（
一
社
）
長
野
県
環
境
保
全
協
会
が
県
内
で

環
境
保
全
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
な
ど
を
毎
年
表
彰

す
る
も
の
。
今
回
、
学
校
関
係
で
は
唯
一
の
受
賞
で
す
。

　
八
坂
中
の
こ
の
活
動
は
、
当
初
、
生
徒
の
下
校
時
に
暗

く
な
る
と
周
り
が
見
え
ず
危
険
な
た
め
、
交
通
安
全
を

目
的
に
地
区
内
道
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

磨
き
を
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
。
現
在
で
は
、
八
坂
中
の

み
な
ら
ず
、
建
設
事
務
所
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、

市
八
坂
支
所
な
ど
も
協
力
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
と

な
り
、
バ
ス
停
待
合
室
の
清
掃
や
地
区
の
ご
み
拾
い
、
資

源
回
収
な
ど
も
加
え
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
賞
を
受
け
生
徒
会
長
の
野
髙
文ぶ
ん

太た

郎ろ
う

君
（
３
年
）
は

「
毎
年
の
積
み
重
ね
が
評
価
さ
れ
て
う
れ
し
い
。
後
輩

に
伝
え
て
い
き
た
い
」、
整
美
ふ
る
さ
と
委
員
長
の
降
簱

太だ
い

基き

君
は
「
八

坂
だ
け
で
な
く

大
町
市
全
体
で

や
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
八
坂
中
は
、

こ
の
活
動
で
15

年
度
に
環
境
大

臣
表
彰
も
受
け

て
い
ま
す
。

　
大
町
市
消
防
団
は
10
月
12
日
、「
消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
お

お
ま
ち
」を
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
開
催
。
親
子
連
れ
な
ど
約

３
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
に
消
防

団
活
動
の
重
要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
正
し
い
防
災
・
防
火
の

知
識
を
得
て
安
心
・
安
全
な
地
域
を
作
る
こ
と
が
目
的
で
、
こ

と
し
で
４
回
目
で
す
。

　
会
場
で
は
、
防
災
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

や
消
防
車
両
の
乗
車
体
験
、
食
べ
物
の
屋
台
や
射
的
等
の
縁
日

広
場
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
な

ど
大
北
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
集
合
し
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。
来
場
者
は
各
コ
ー
ナ
ー
で
の
体
験
を
通
し
て
防
災
意
識
を

高
め
て
い
ま
し
た
。

　
消
防
団
が
使
用
し
て
い
る
小
型
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
放
水
し
、

的
当
て
に
挑
戦
し
た
中
嶌
敦あ
つ

翔と

君（
北
小
６
年
）は「
放
水
は
重

か
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
的
に
当
て
ら
れ
た
。
か
っ
こ
い
い
本

物
の
耐
火
服
が
着
ら
れ
て
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
９
月
か
ら
市

内
に
ク
マ
が
多

数
出
没
し
、
市

は
９
月
20
日
、

４
年
ぶ
り
に

「
ク
マ
出
没
警

戒
警
報
」
を
発

令
し
ま
し
た
。

　
以
降
も
連
日
、

ク
マ
の
目
撃
情

報
が
相
次
ぎ
、

市
は
防
災
行
政

無
線
や
緊
急
メ
ー
ル
で
の
注
意
喚
起
、
市
職
員
や
消
防
団
等

に
よ
る
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
市
民
へ
の
警
戒
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
、
ク
マ
が
出
没
す
る
地
域
が
山

間
部
や
山
際
の
み
な
ら
ず
、
中
心
市
街
地
や
住
宅
地
に
も
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
21
日
現
在
、
９
月
以
降
に
市
に
寄
せ
ら
れ
た
ク
マ
の

目
撃
情
報
は
２
３
４
件
、
市
内
で
人
が
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
事

故
も
６
件
あ
り
、
農
作
物
な
ど
が
食
い
荒
ら
さ
れ
る
被
害
も

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ク
マ
の
生
態
に
詳
し
い
長
野
県
環
境
保
全
研
究
所
の
岸
元

良
輔
さ
ん
は
「
こ
と
し
の
よ
う
に
住
宅
地
周
辺
へ
の
頻
繁
な

出
没
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
今
後
調
査
し
て
原
因
を
調

べ
対
策
に
生
か
す
べ
き
」と
コ
メ
ン
ト
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
引
き
続
き
ク
マ
出
没
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

賞状を手にした野髙君（右）と降簱君

美麻地区に出没したクマ（写真：市民提供）

八
坂
中　
伝
統
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
磨
き
で

信
州
エ
コ
大
賞
の
奨
励
賞

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

消
防
フ
ェ
ス
タ
開
催

市
内
に
ク
マ
が
多
数
出
没

人
身
被
害
も
発
生
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生涯学習
平公民館・女性未来館ピュア

そば打ち講座

　ことしの年越しは、自分で打ったそばを

食べて迎えませんか。平公民館・女性未来

館ピュアでは、そば打ち技術の習得を目指

して「そば打ち講座」を開講します。自分で

打ったそばの味は格別です。シンプルです

が奥の深いそば打ちをマスターしましょう。

■日時　11月18日・25日、12月２日・９日・

16日　火曜日　全５回　午後１時

30分～３時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運

動室、料理講習室

■定員　先着10人

■講師　小山守彦さん（そば華会）

■費用　5,000円（材料代５回分　※初回に

集金）

■持ち物　エプロン、三角巾、タオル２本（こ

ね鉢固定用）、そばの持ち帰り用の

容器（大きめのタッパーなど）、ラッ

プ（そばの乾燥防止用）、筆記用具

■申し込み　11月４日（火）から受け付けま

す。電話または直接、平公民館・

女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込み

ください。

■問い合わせ　

平公民館・女性未来館ピュア

℡・有線２２－０６９４

講演会「更年期からをバラ色に　Part ３」
　～冬に向けてエクササイズ

ツールを使ってやる気アップ！～　

　平公民館・女性未来館ピュアとＮＰＯ法人女性健康支援「Ｓ

ＡＮＢＡの会」では、更年期からの運動・栄養のお話とエクサ

サイズを体験できる講演会を開催します。

　今回は、エクササイズボールを使った運動を体験します。女

性ならどなたでも参加できます。申し込み不要、参加無料です。

大勢の皆さんのご参加をお待ちしています。

講師　藤田　麻里さん
　ウム・プラス フィットネス代表。

横浜市在住。フィットネスインス

トラクターとして、更年期やシニ

ア、妊産婦、赤ちゃんの健康づく

りのためのフィットネスプログラ

ムの指導に携わる。指導歴は27年。健康運動指導士、

（一社）産前産後ケア協会エクササイズディレクター。

■日時　11月30日（日）　午後１時30分～３時

　　　　 ▽受け付け　午後１時～

■会場　平公民館・女性未来館ピュア

■持ち物　飲み物、運動靴、タオル、バスタオル（床に座るの

で冷え予防用）　※運動ができる服装でご参加くださ

い。エクササイズボール（直径25cm程度）がある人は

お持ちください。ボールがなくても参加できます。

■その他　託児あります。11月20日（木）までに、電話または

直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■問い合わせ

　 ▽平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４

　 ▽ＳＡＮＢＡの会事務局　℡２３－０３０８
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平公民館・女性未来館ピュア

クリスマス飾りにお菓子の家
〝ヘクセンハウス

〝

を作ろう！
　ドイツでクリスマスの風物詩としておなじみ

のヘクセンハウス。グリム童話「ヘンゼルとグ

レーテル」に登場する魔女のお菓子の家がモデ

ルになっています。壁や屋根の形に焼いた固焼

きのクッキーを、あめなどで立体的に接着して、

粉砂糖やチョコレートでデコレーションします。

　クリスマス前に作って飾れば、大人も子ども

も盛り上がること間違いなし！

■日時　12月３日（水）・４日（木）　午前９時

30分～正午

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　料理講

習室

■対象・定員　市内にお住まいで両日とも参加

できる人　先着10人

■講師　板橋和子さん（製菓製パン講師）

■費用　1,000円（材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

■申し込み　11月４日（火）～20日（木）までに、

電話または直接、平公民館・女性未

来館ピュアへ。

■その他　託児（未就学児）あります。事前にお

申し込みください。

ブッシュ・ド・ノエル作り
　クリスマスケーキ

「ブッシュ・ド・ノエ

ル」でクリスマスの食

卓をにぎやかに彩り

ましょう。ロールケー

キを土台に、チョコ

クリームなどでデコ

レーションして作る

ので、ロールケーキの基礎を学べます。

　スイーツ男子大歓迎！　理科の実験感覚でお菓子作りにチャ

レンジしよう！

■日時　12月13日（土）・14日（日）　　午前９時30分～正午

■会場　平公民館･女性未来館ピュア　料理講習室

■対象　市内にお住まいで小学生以上の人　※子どものみ、保

護者と一緒、大人のみ、いずれも参加できます。小

学１～４年生の子どもは保護者同伴。

■定員　「13日コース」「14日コース」それぞれ先着18人

■講師　浅野牧子さん（がんこmamaのパン教室）

■費用　800円（長さ12～13㎝のケーキ１本分の材料費）

■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具、持ち帰り用の容器（高

さがある物）

■申し込み　11月４日（火）～20日（木）までに、電話または直

接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児（未就学児）あります。事前にお申し込みください。

信濃路の郷土料理講座Ⅱ
　地元の旬の食材を使って郷土料理を作る講座です。失われつつある地域の味を継承し、ふるさとの素晴らしさを再

発見します。今回は、冬から春にかけておいしくなる食材を取り上げます。季節に合わせた旬の食材たっぷりの郷土

料理をあなたのレシピに加えてみませんか。 

■日時　11月20日、12月18日、平成27年１月15日、２月19日、

３月19日　木曜日　全５回　午前９時30分～午後１時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　料理講習室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着16人

■講師　長嶌勇次さん（郷土料理研究家・食育インストラクター）

■費用　2,500円（材料代５回分）

■持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

■申し込み　11月４日（火）から受け付けを開始します。電話または直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４
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生涯学習
おおまち情報センター 八坂公民館

ＩＴ講習
「年賀状作成講座」
　文書作成ソフトのワー

ドを使って、画像挿入な

どの編集をしながら年賀

状の作成方法を学習する

講座です。

■講座・日時

▽講座１　11月19日（水）・21日（金）・26日（水）・

27日（木）、12月２日（火）・３日（水）

全６回　午前10時～正午

▽講座２　11月19日（水）・21日（金）・26日（水）・

27日（木）、12月２日（火）・３日（水）

全６回　午後１時30分～３時30分

▽講座３　12月４日（木）・５日（金）・８日（月）・

10日（水）・11日（木）・15日（月）　

全６回　午前10時～正午

▽講座４　12月４日（木）・５日（金）・８日（月）・

10日（水）・11日（木）・15日（月）　

全６回　午後１時30分～３時30分

■対象・定員　市内にお住まいで、マウス操作、

キーボード操作による文字入力がで

きる人　各講座16人　※定員を超え

た場合は抽選

■費用　1,500円（テキスト代）

■持ち物　デジタルカメラで撮影した写真デー

タ　※写真データを持参しなくても

受講できます。

■申し込み　11月13日（木）までに、直接、お

おまち情報センターへ。

■その他　年賀状文面の作成講習です。宛て名

印刷の講習は行いません。

　おおまち情報センターのパソコン

を基本的に使用しますが、日頃使用し

ているご家庭のノートパソコンを持

参して講座を受けることも可能です。

　申し込みが８人に満たない場合は、

講座を行わないことがあります。

■会場・問い合わせ

おおまち情報センター

℡２１－３８００

八坂塾
新そばを使った「そば打ち講習会」
　そば打ち技能が向上する喜びと、自分で打ったおい

しいそばを自宅で家族と味わえる楽しみを！　この講

習会から…。

■日時　11月19日（水）・26日（水）、12月３日（水）・

８日（月）・11日（木）・15日（月）　全６回　

午後７時～８時30分

■会場　八坂ふるさと体験館（八坂公民館隣）

■定員　先着12人

■費用　800円／回

■持ち物　エプロン、三角巾、そばを持ち帰る容器

■申し込み　11月13日（木）までに、電話または直接、

八坂公民館へ。

パソコン教室
「画像を使った年賀状作成と応用技術」

　パソコンでオリジナル年賀状を作成しながら、各種

案内状やチラシ作りなどに役立つ技術の習得を目指し

ます。自分で撮影したデジタルカメラ画像の活用もで

きます。

■日時　11月18日（火）・20日（木）・25日（火）・

27日（木）、12月２日（火）・４日（木）　

全６回　午後７時～９時

■会場　八坂支所　２階　第１会議室

■対象　パソコンの基本操作（文字入力、マウス操作）

ができる人　※初心者の参加も可

■定員　先着15人

■費用　1,500円（テキスト代）

■持ち物　ノートパソコン、デジタルカメラ、筆記用

具

■申し込み　11月13日（木）までに、電話または直接、

八坂公民館へ。

■その他　ノートパソコンがない人には貸し出しま

す。デジタルカメラがなくても受講できま

す。申し込みが８人に満たない場合は、講

座は行いません。

■問い合わせ　八坂公民館　℡２６－２３８０
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ギャラリー・いーずら

大町シャッタークラブ（写真）
　写真半切サイズ額入りを約40点展示します。入場無料です。

■日時　11月10日（月）～16日（日）　午前10時～午

後６時（最終日は午後５時まで）

市内学校展
　この展覧会は、平成12年度に始まり、毎年11月末～

２月に開催しています。市内の児童・生徒が学校の授業

やクラブ活動で作成した絵画・彫刻・書道などの作品を、

多数展示します。最初は高校生の作品展です。子どもた

ちの感性豊かな作品をぜひご覧ください。入場無料です。

■学校名・期日

　 ▽大町北高校　11月28日（金）～12月１日（月）

　 ▽大町高校　　12月 ５日（金）～12月８日（月）

■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時

30分まで）

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室

（いーずら大町特産館　２階）

■問い合わせ

　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市内線６２２

パソコン講習
　市教育委員会では、県の「地域発元気づくり支援

金」を活用し、就職活動に役立つパソコン講習を開

催します。講習で使用するテキストは、実践を想定

して作られています。ワードでビジネス文章の作成、

エクセルで表計算・グラフの作成やグラフ・データ

ベースの活用、パワーポイントでプレゼンテーショ

ンの資料作成ができるように学べます。パソコンを

学ぶだけでなく、就職活動もサポートします。

　この機会にパソコンスキルを身に付け、就活に生

かしましょう。受講無料です。

■日時　12月16日（火）・17日（水）・18日（木）・22日（月）・24日（水）　全５回　午後１時～５時

■会場　おおまち情報センター　パソコン教室

■対象・定員　市内にお住まいで15歳～39歳の人　先着５人

■申し込み　電話または直接、生涯学習課生涯学習・青少年係へ。

■問い合わせ　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡市 内線６２２

平成26年度第３期
「こども囲碁教室」
「大人のための囲碁入門講座」

　囲碁を通して人づくり街づくりを目指すアルプス

囲碁村推進協議会と日本棋院大町支部では、ことし

で13年目を迎える「こども囲碁教室」と、「大人のた

めの囲碁入門講座」を開催します。この機会に、集

中力や礼儀作法が身に付く囲碁を覚えてみませんか。

【共通事項】
■日時　12月６日～３月14日　原則、毎週土曜日

全12回（予定）　午前10時～11時30分

■会場　アルプス囲碁村会館

■講師　アルプス囲碁村推進協議会囲碁普及員

■申し込み　12月３日（水）までに、電話でアルプ

ス囲碁村推進協議会へ。　※初心者は、講

座の進行上、途中からの参加はできません。

囲碁が打てる場合は、随時参加できます。

【こども囲碁教室】……………………………………

■対象　大北・安曇野地域にお住まいの幼児から中学生

■費用　無料

■その他　送迎は、各ご家庭で行ってください。

【大人のための囲碁入門講座】………………………

■対象　高校生以上

■費用　1,500円（テキスト代）、300円／回（参加

費）　※高校生は無料

■問い合わせ
　アルプス囲碁村推進協議会
　（企画財政課企画調整係内）　℡ 市 内線５２２
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市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
、Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、
農
薬
空
き

容
器（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き

缶
）を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
の
方

法
や
運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
指

定
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
農
薬
、
農
薬
空
き
容
器
の
回
収

は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。Ｊ
Ａ
大
北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
・

各
支
所
営
農
窓
口
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

■
日
時

11
月
18
日（
火
）　
午
前
９
時
～
11
時

■
回
収
場
所

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
50
円

▽
一
般
農
薬
…
…
…
…
３
９
０
円

▽
特
殊
農
薬

…
…
…
…
３
０
０
０
円
～
１
万
円

▽
農
薬
空
き
容
器
…
…
３
３
０
円

▽
特
殊
空
き
容
器
…
…
５
０
０
円

■
持
ち
物

委
託
処
理
料
金
、
印
鑑
（
個
人
と

処
理
業
者
間
で
委
任
状
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
す
る
と
き
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
梱
包
す
る
。

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
梱
包
す
る
。
特
に
肥
料
袋
は

他
の
物
と
混
同
し
な
い
。

▽
結
束
に
は
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
使

用
し
十
字
に
束
ね
る
（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）。

■
運
搬
す
る
と
き
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
場
か
ら
収
納
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
、

農
薬
空
き
容
器
の
回
収

消
防
団
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
き
安
全
ベ
ス
ト
購
入

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
あ
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
」を
活
用
し
、
南
原
町
自
治

会
で
公
民
館
を
新
築
し
ま
し
た
。

　
旧
南
原
町
公
民
館
は
、
国

道
１
４
７
号
新
設
工
事
に
伴
い

市
有
地
の
一
角
を
借
り
、
昭
和

49
年
に
移
転
し
て
か
ら
40
年
を

経
て
老
朽
化
が
進
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
障
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
折
、
敷
地
を
管
理
す
る

　（
公
財
）長
野
県
市
町
村
振
興

協
会
が
実
施
し
て
い
る「
地
域
活

動
助
成
事
業
」を
活
用
し
、
大
町

市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
の

安
全
を
守
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
付
き

安
全
ベ
ス
ト
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
特
に
夜
間
の
火
災
、
災
害
、

捜
索
活
動
に
従
事
す
る
際
に
、

消
防
団
員
自
身
が
交
通
事
故
な

ど
に
巻
き
込
ま
れ
被
害
者
と
な

大
町
総
合
病
院
か
ら
、
新
た
に

看
護
師
宿
舎
を
建
設
す
る
た
め

隣
接
す
る
用
地
を
賃
貸
す
る
の

で
公
民
館
を
移
転
し
な
い
か
と

の
話
が
南
原
町
に
あ
り
、
建
て

替
え
の
話
が
進
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
助
成
金
で
公
民
館
が

新
し
く
な
り
必
要
備
品
も
整
っ
た

た
め
、今
後
さ
ら
に
地
域
の
絆
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
の
充
実
が

図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ら
な
い
よ
う
、
危
険
を
回
避
す

る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
す
。
ベ

ス
ト
を
着
用
す
る
こ
と
に
よ
り

消
防
団
員
の
夜
間
活
動
の
安
全

が
確
保
さ
れ
、
消
防
団
の
活
動

の
幅
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
６

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
市
内
線
８
３
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

南
原
町
の
公
民
館
移
転
新
築
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募
集

文
化
資
源
活
用
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
委
員

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、

市
の
文
化
資
源
の
活
用
お
よ
び
文
化
の

振
興
を
図
る
計
画
（
文
化
資
源
活
用
ビ

ジ
ョ
ン
）
を
策
定
す
る
た
め
、
文
化
資

源
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
を
進

め
て
い
く
た
め
、
市
民
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
人
数
　
２
人

■
応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民
で
、

文
化
・
芸
術
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
が
あ
り
、
地
域
発
展
の
た
め
に
ご
提

言
い
た
だ
け
る
人

■
任
期
　
11
月（
予
定
）～
２
年
間

■
会
議
　
年
２
～
３
回
程
度

■
応
募
方
法
　
11
月
14
日（
金
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
の
上
、
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）ま
た
は
直
接
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
・
青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
２

お
知
ら
せ

11
月
30
日（
日
）午
前
７
時
か
ら

秋
の
一
斉
清
掃

　
身
近
な
道
路
や
河
川
、
遊
園
地
な
ど

を
地
域
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
こ
と
し
か
ら
秋
の
一
斉
清

掃
は
、
毎
年
11
月
の
第
４
日
曜
日
（
第

４
日
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
第
５
日

曜
日
）と
な
り
ま
し
た
。
都
合
に
よ
り
、

こ
の
日
に
実
施
で
き
な
い
自
治
会
は
、

自
治
会
ご
と
に
実
施
日
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
当
日
は
、
土
砂
の
受
け
入
れ
や
粗
大

ご
み
な
ど
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

【
土
砂
】

■
受
け
入
れ
場
所
と
時
間

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
…
午
前
７
時
～
11
時

【
粗
大
ご
み
な
ど
】

■
回
収
場
所
と
時
間

環
境
プ
ラ
ン
ト
…
…
午
前
７
時
～
11
時

■
処
理
料
金

▽
可
燃
性
粗
大
ご
み
…
…
…
20
円
／
㎏

▽
金
属
製
粗
大
ご
み
…
…
…
21
円
／
㎏

▽
電
化
製
品
・
混
合
製
品
…
37
円
／
㎏

※
小
型
家
電
（
掃
除
機
、
電
子
レ
ン
ジ

な
ど
）は
無
料
で
す
。

▽
エ
ン
ジ
ン
付
き
の
物
…
…
21
円
／
㎏

▽
バ
ッ
テ
リ
ー
…
…
１
個
３
２
４
円
～

▽
古
タ
イ
ヤ（
自
動
車
）

…
…
…
…
…
…
…
…
１
本
１
５
０
円
～

▽
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃
家

電（
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
）

…
…
…
…
…
１
台
３
０
０
０
円
程
度
～

※
種
類
と
大
き
さ
で
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他
　
可
燃
性
粗
大
ご
み
、
小
型

家
電
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
廃

家
電
は
、
環
境
プ
ラ
ン
ト
の
通
常
業
務

で
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
一
斉
清
掃
に
関
す
る
こ
と

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
有
料
・
無
料
回
収
に
関
す
る
こ
と

環
境
プ
ラ
ン
ト

℡
・
有
線
２
２
・
０
１
６
８

秋
の
一
斉
清
掃
時
に

マ
イ
マ
イ
ガ「
卵
の
駆
除
」を

　
昨
年
に
引
き
続
き
こ
と
し
も
市
内
で

マ
イ
マ
イ
ガ
が
大
量
に
発
生
し
ま
し
た
。

マ
イ
マ
イ
ガ
は
、
約
10
年
周
期
で
大
発

生
し
、
２
～
３
年
継
続
す
る
傾
向
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
、
秋
の

一
斉
清
掃
に
合
わ
せ
て
マ
イ
マ
イ
ガ
の

卵
を
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

■
卵
の
駆
除
方
法
　
半
分
に
切
っ
た
角

形
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
金
属
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
の
へ
ら
を
使
い
、
壁
な
ど
を

傷
つ
け
な
い
よ
う
、
卵
を
そ
ぎ
落
と
し

ま
す
。
ま
た
、
粘
着
テ
ー
プ
を
張
り
付

け
、
剥
が
す
こ
と
を
繰
り
返
す
と
取
れ

ま
す
。

■
そ
の
他

▽
駆
除
す
る
と
き
は
、
卵
塊
を
覆
っ
て

い
る
り
ん
毛
が
舞
い
上
が
り
、
吸
い
込

ん
だ
り
目
に
入
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
マ
ス
ク
や
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
そ
ぎ
落
と
し
た
卵
や
粘
着
テ
ー
プ
は
、

可
燃
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
　
℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２
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介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
会

　
市
で
は
、
在
宅
で
介
護
を
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
目

的
に「
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
会
」を

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
参
加

無
料
で
す
。
参
加
し
や
す
い
会
場
に
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
27
日
（
木
）　
午
前
10

時
～
正
午

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
大
町

市
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
Ｊ
Ｒ
信
濃
常
盤

駅
東
）、北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ａ
大
北
平
支
所
内
）

■
内
容
　
座
談
会
～
日
頃
か
ら
感
じ
て

い
る
あ
ん
な
こ
と
、こ
ん
な
こ
と
、ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
～
　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

▽
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

福
祉
課
内
）

℡
市
内
線
４
１
７

▽
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
１
・
１
７
０
２

▽
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
８
５
・
０
０
６
２

糖
尿
病
週
間
講
演

運
動
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

　
大
町
総
合
病
院
で
は
、
全
国
糖
尿
病

週
間（
11
月
10
～
16
日
）に
合
わ
せ
、
糖

（
地
域
医
療
福
祉
連
携
室
内
）

℡
・
有
線
２
２
・
０
４
１
５

（
内
線
３
１
９
６
）

平
成
27
年

裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知

　
裁
判
員
制
度
は
、
国
民
か
ら
選
ば
れ

た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制

度
で
、
平
成
21
年
５
月
か
ら
施
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
裁
判
員
は
、
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候

補
者
名
簿
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。
こ

の
名
簿
は
、
毎
年
、
市
区
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ

で
無
作
為
に
選
ん
だ
人
の
名
簿
を
基
に

全
国
の
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
、
登
録
さ

れ
た
人
に
は
通
知
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
27
年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人

に
は
、
11
月
中
旬
に
通
知
を
お
送
り
し

ま
す
。

　
通
知
が
届
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
事

件
の
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
来
年
２
月
ご
ろ
～
28
年
２

月
ご
ろ
の
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え
し
、

あ
ら
か
じ
め
心
積
も
り
を
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
長
野
地
方
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
庶
務
係
　
℡
０
２
６
・
４

０
３
・
２
０
０
８

尿
病
に
対
す
る
意
識
を
高
め
予
防
や
治

療
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

で
も
患
者
数
が
急
増
し
て
い
る
病
気
で

す
。
こ
の
機
会
に
糖
尿
病
に
つ
い
て
一

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
15
日
（
土
）　
午
前
10

時
～
11
時
30
分
　
※
受
け
付
け
　
午

前
９
時
30
分
～

■
会
場
　
大
町
総
合
病
院
　
２
階
　
大

会
議
室

■
内
容

1
講
演
　「
糖
尿
病
と
糖
尿
病
性
腎
症

に
つ
い
て
」（
新
津
義
文
医
師
）

2
実
践
　「
糖
尿
病
と
運
動
」
～
ス
ト

レ
ッ
チ
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
～
（
竹
村
巧

理
学
療
法
士
）

3
講
演
　「
災
害
…
そ
の
時
あ
な
た
は

ど
う
対
応
し
ま
す
か
？
」
～
災
害
時
の

糖
尿
病
管
理
に
つ
い
て
～
（
看
護
師
な

ど
）

4
そ
の
他
　
講
演
終
了
後
に
看
護
師
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談
も
行
い

ま
す
。
日
々
の
生
活
や
食
事
、
運
動
な

ど
の
相
談
を
伺
い
ま
す
。
検
査
デ
ー
タ

が
あ
る
人
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
　
電
話
で
大
町
総
合
病
院

糖
尿
病
委
員
会
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
総
合
病
院
糖
尿
病
委
員
会

!!

《広告》
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す

べ
き
問
題
で
す
。
子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、

子
ど
も
の
人
権
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な

く
、
時
に
は
心
身
に
深
い
傷
を
残
す
こ

と
や
命
を
奪
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
早
期

の
発
見
・
対
応
が
極
め
て
重
要
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
域
で
の
子
育
て
、
児

童
虐
待
の
防
止
に
つ
い
て
、
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、「
児
童
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
児
童
」
を
発
見
し
た
場
合
は
、

児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務
所
な
ど
に
通

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

■
児
童
虐
待
と
は

▽
身
体
的
虐
待
　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、

投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ

る
な
ど

▽
性
的
虐
待
　
子
ど
も
へ
の
性

的
虐
待
、性
行
為
を
見
せ
る
な
ど

▽
ネ
グ
レ
ク
ト
　
家
に
閉
じ
込

め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
ひ

ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

▽
心
理
的
虐
待
　
言
葉
に
よ
る

脅
し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間

で
の
差
別
扱
い
な
ど

■
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
ポ

イ
ン
ト

▽
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
→
児
童
相
談
所
、
福
祉
事
務

所
な
ど
へ
。

▽
「
し
つ
け
の
つ
も
り
」
は
、
言
い
訳
→

子
ど
も
の
立
場
が
大
切
で
す
。

▽
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
→
で
き
る
こ

と
か
ら
実
行
。

▽
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場
→
子

ど
も
の
命
が
最
優
先
。

▽
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り

得
る
→
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

▽
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
24
時
間
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン

℡
０
２
６
３
・
９
１
・
２
４
１
０

▽
大
町
市
福
祉
事
務
所

（
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
）

℡
市
内
線
６
８
１

▽
大
町
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
６
・
３
８
５
０

▽
松
本
児
童
相
談
所

℡
０
２
６
３
・
９
１
・
３
３
７
０

▽
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

平
成
26
年
分

青
色
決
算
説
明
会

　
大
町
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
主
の

青
色
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成
に
当

た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
、
税
務

署
が
依
頼
し
た
税
理
士
で
す
。
説
明
会

で
使
用
す
る
資
料
は
、
会
場
で
当
日
配

付
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
参
加
無

料
で
す
。

■
期
日
　
11
月
26
日（
水
）

■
対
象
・
時
間
・
会
場

▽
農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

午
前
10
時
～
正
午
　
Ｊ
Ａ
大
北
本
所

（
ア
プ
ロ
ー
ド
）　
２
階
　
オ
ー
ロ
ラ

ホ
ー
ル

▽
事
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
　
大
町
商

工
会
館

■
問
い
合
わ
せ

大
町
税
務
署（
担
当

：

個
人
課
税
部
門
）

℡
２
２
・
０
４
１
０

※
自
動
応
答
音
声
に
よ
る
案
内
で
「
２

番
」を
選
択

《広告》
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自主番組　午後8：45
＊アルプスミュージアム……………… ２日（日）
「秋の国営アルプスあづみの公園で遊ぼう」
▷内容　少し肌寒くなるころですが、外遊びに
は最適な季節。国営公園のアウトドアレジャー
を満喫するためのお薦めメニューを紹介します。

＊ダイヤル１１９……………………… ３日（月）
「大町消防署　ここが聞きたいＱ＆Ａ」
▷内容　有線放送アナウンサーからの「身近な
防災」についての質問に、大町消防署のスタッ
フが答える時間。市民の皆さんに代わって〝目
からうろこ

〝

のポイントを教えていただきます。

＊きらり★大町人……………………… 10日（月）
「ＮＰＯ地域づくり工房」
▷内容　このほど、佐野市の田中正造記念賞の
佐野市制10周年記念特別賞を受賞した地域づ
くり工房に注目し、市内で行われているさまざ
まなエコプロジェクトを紹介しながら、工房が
目指すエコな大町について伺います。

学校めぐり　午後8：45
＊大町南小学校からマラソン大会の模様
…………………………………16日（日）・23日（日）

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

■
問
い
合
わ
せ

税
理
士
会
大
町
支
部
支
部
長

山
田
賢
一（
山
田
会
計
事
務
所
）

℡
２
２
・
１
６
１
１

借
金
問
題
に
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

多
重
債
務
無
料
相
談
会

　
弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
多
重
債

務
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
借
金

で
お
困
り
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
会
は
予
約
制
で
す

の
で
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時
　
12
月
10
日
（
水
）　
午
前
10

時
～
午
後
５
時

大
北
地
域
士
業

合
同
無
料
相
談
会

　
士
業
（
税
理
士
、
行
政
書
士
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
社
会
保
険

労
務
士
）
に
よ
る
合
同
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す
。

当
日
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
11
月
15
日
（
土
）　
午
後
１

時
～
４
時

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階

会
議
室

■
相
談
内
容
　
税
金
、
各
種
許
可
申
請
、

各
種
登
記
、
相
続
贈
与
、
土
地
測
量
、

労
務
関
係
、
年
金
な
ど

■
会
場
　
松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
松
本
合
同
庁
舎
　
４
階
）

■
予
約
受
け
付
け
　
11
月
25
日（
火
）～

12
月
９
日（
火
）ま
で
の
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
に
、
電
話
で
松
本
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

松
本
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

℡
０
２
６
３
・
４
０
・
３
６
６
０

平
成
26
年
度

第
２
回
シ
ニ
ア
大
学
公
開
講
座

　
本
年
度
２
回
目
と
な
る
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
大
北
地
域
の

今
後
の
発
展
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

シ
ニ
ア
大
学
の
講
座
に
関
心
を
お
持
ち

の
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。申
し
込
み
不
要
、受
講
無
料
で
す
。

■
日
時
　
12
月
３
日
（
水
）　
午
前
10

時
～
正
午

■
会
場
　
大
町
合
同
庁
舎
　
５
階
　
講

堂■
講
座
名
　
大
北
地
域
の
特
性
と
発
展

方
向

■
講
師
　
土
屋
嘉
宏
さ
ん
（
北
安
曇
地

方
事
務
所
長
）

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
保
健
福
祉
事
務

所
福
祉
課（
大
町
合
同
庁
舎
内
）

℡
２
３
・
６
５
０
７

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

運動会
＊しらかば保育園・どんぐり保育園…… ３日〜14日
＊こまくさ幼稚園・大町幼稚園…… 10日〜21日

学校祭
＊一中こぶし祭……………………… 10日〜21日
＊美麻小中梨の木祭………………… 17日〜28日

フェスティバル・音楽会
＊山岳フェスティバル……………… ３日〜14日
＊大北吹奏楽フェスティバル……… 17日〜28日
＊大町市連合音楽会…………… 24日〜12月２日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新） 午前6:00、午前8:30、
正午、午後5：00、午後7：00、午後11：00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版にも毎日掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ11月の番組から ●

● 有線放送11月の番組から ●



33 広報おおまち　2014.11

室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷布団セット（数回使用）………………………1,000円
▷スタッドレスタイヤ（未使用、155/65R14、ホイー
ル付き）……………………………………………… 応談
▷ホームベーカリー（約15年使用、W30・D30・H30㎝）     
………………………………………………………  応談
▷草刈り機（約15年使用、27cc、新品替え刃付き）…応談
▷食器洗い乾燥機（約７年使用、W60・D50・H60㎝）
………………………………………………………  応談

●譲ってください
▷大人用自転車

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

図書館だより
－今月のおすすめ本－
(芸術の秋を彩る本)

見てごらん！名画だよ［絵画］
������������ マリー・セリエ／文

入場無料の美術館へようこそ！　「モナ・リ
ザ」などの名画をやさしく解説しています。

オーケストラ大図鑑［音楽］
���� 東京フィルハーモニー交響楽団／監修

イラストと写真を豊富に使い、音楽の全てを
分かりやすく解説しています。

ディズニーウォールステッカー［クラフト］
�������� Ａｔｅｌｉｅｒ＊Ｎａｃｏ／著

ディズニーキャラクターのウォールステッ
カーを紹介しています。

トリックアート図鑑［あそび］
�� 北岡　明佳／監修、グループ・コロンブス／構成・文

トリックアートの中から、不可能な立体や、
つじつまが合わない絵、寄せ絵、動く錯視、
立体視画像などを紹介しています。

風景写真の撮りかた［写真］
����������� 高橋　真澄／写真・文

霧氷や虹、雨、太陽柱、紅葉といった被写体
別の撮影テクニックや風景写真の撮り方を紹
介しています。

色と意味の本［デザイン］
�������� ジュード・スチュアート／著

毎日見ている「色」にひそむ意味の世界を明ら
かにする楽しい色彩学入門です。

－貸出ベスト３（９月）－
(一般)
No.1　帰郷［小説］�����  新津　きよみ／著
No.2　極上ハンバーグと絶品オムライス［料理］
����������� 絶品レシピ研究会／編
No.3　落英［小説］������  黒川　博行／著

(子どもの本)
No.1　おつきさまこんばんは［日本の絵本］
��������������� 林　明子／作
No.2　はらぺこあおむし［外国の絵本］
����������� エリック・カール／作
No.3　あかにんじゃ［日本の絵本］
������� 穂村　弘／作、木内　達朗／絵

－今月の推薦図書－

クレヨンからのおねがい！
ドリュー・デイウォルト／文、
オリヴァー・ジェファーズ／絵、
木坂　涼／訳　　ほるぷ出版
　ケビンがクレヨンの箱を出すと、自分宛ての
手紙の束が…。それは、クレヨンからの手紙で
…。ユーモアあふれる視点で、クレヨンたちの
気持ちを代弁したユニークな絵本です。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室������ 毎週日曜日　午後２時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616
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＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,328（－ 23） 転入   57

男 14,204（－ 11） 転出   62

女 15,124（－ 12） 出生   16

世帯数 11,825（－ 3） 死亡   34
※ 10 月 1 日現在、（　）内は前月比
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くらしの案内板11月
無料相談

社会保険・
年金・労働

8日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
8日・22日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

10日（月）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

11日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=安藤雅樹弁護士 （次回は12月9日　稲葉治久弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

28日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

26日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

19日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

26日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 20日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

20日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性

13日（木）
10:00〜15:00

子育て相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52527日（木）

9:00〜12:00

育 児
14日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
10日・17日

月曜日
13:00〜16:00

総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
10日・17日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 20日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 18日・25日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  2日（日）
内 野村クリニック（東若宮町） ☎ 85-0085

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

  3日（月）
内 大町協立診療所（大新田町） ☎ 26-5200

外 安曇総合病院  （池田町） ☎ 62-3166

  9日（日）
内 伊東医院　　  （大黒町） ☎ 22-0077

外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

16日（日）
内 柿下クリニック  （清水） ☎ 21-1230

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

23日（日）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

24日（月）
内 松林医院　　  （大黒町） ☎ 22-5800

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

30日（日）
内 小野医院　  （堀六日町） ☎ 22-0047

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  2日（日） 柏原歯科医院　　  （白馬村） ☎ 71-1182

  3日（月） 平林歯科医院　　　  （東町） ☎ 22-1149

  9日（日） いとう歯科医院　  （松川村） ☎ 62-8880

16日（日） 横澤歯科医院　　  （六九町） ☎ 22-1343

23日（日） 師岡歯科　　　　  （池田町） ☎ 62-9781

24日（月） きらり歯科医院　  （松川村） ☎ 62-0005

30日（日） 橘歯科医院　　　  （白馬村） ☎ 72-5025

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  2日（日）
れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

はなのき林薬局  （東若宮町） ☎ 85-0595

  3日（月） タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180

  9日（日） 林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

16日（日） カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

23日（日） とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

24日（月） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

30日（日） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 2日㈰・3日㈪・9日㈰・16日㈰・23日㈰・24日㈪・30日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


